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第１回定例会会議録 

 

平成２１年 ３月 ６日（金） 

開  会  午前１０時００分 

 

－－－日程第１ 開会宣言－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） あらためまして、おはようございます。 

 これより、平成２１年第１回御代田町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は１３名、全員の出席であります。 

 理事者側でも全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

－－－諸般の報告－－－ 

 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

 荻原謙一議会事務局長。 

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇） 

〇議会事務局長（荻原謙一君） 書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 諸般の報告 

 平成２１年３月６日 

 １．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案３３件、報告２件が提出されてい

ます。 

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。 

 ３．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。 

 ４．本定例会における一般質問通告者は、古越日里議員他６名であります。 

 ５．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。 

 次のページからは監査委員からの定例監査、例月出納検査報告書でございますの

で、後ほどご覧をいただきたいと思います。 

 また、閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折りに報告させていただ

きますので、この場においては省略させていただきます。以上でございます。 
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〇議長（内堀千恵子君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

－－－日程第２ 会期決定－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してございますの

で、議会運営委員長より報告を求めます。 

 朝倉謙一議会運営委員長。 

（議会運営委員長 朝倉謙一君 登壇） 

〇議会運営委員長（朝倉謙一君） あらためまして、おはようございます。 

 それでは報告をいたします。 

 去る２月２７日、午前１０時より、議会運営委員会を開催し、平成２１年第１回

御代田町議会定例会に提出予定の議案、一般質問等について、審議日程等を検討し

たので、その結果を報告いたします。 

 本定例会に町長から提案されます案件は、人事案２件、条例案７件、予算案２４

件、報告２件、計３５件であります。 

 １２月定例会以降提出されました陳情等はございませんでした。 

 会期は、本日より３月１６日までの１１日間とすることに決定をいたしました。 

 次に、審議日程につきましては、書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 それでは会期及び審議予定表を出していただきたいと思います。 

 それでは説明いたします。 

 平成２１年第１回御代田町定例会議会定例会会期及び審議予定表 

 日時・月日・曜日・開議時刻・内容 

 第 １日目  ３月 ６日 金曜日 午前１０時   開会 

                          会期の決定 

                          諸般の報告 

                          会議録署名議員の指名 

                          町長招集のあいさつ 

                          議案上程 

                          議案に対する質疑 

                          議案の委員会付託 
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 第 ２日目  ３月 ７日 土曜日         議案の調査 

 第 ３日目  ３月 ８日 日曜日         議案の調査 

 第 ４日目  ３月 ９日 月曜日 午前１０時   一般質問 

 第 ５日目  ３月１０日 火曜日 午前１０時   一般質問 

 第 ６日目  ３月１１日 水曜日 午前１０時   常任委員会 

 第 ７日目  ３月１２日 木曜日 午前１０時   常任委員会 

 第 ８日目  ３月１３日 金曜日 午前１０時   全員協議会 

 第 ９日目  ３月１４日 土曜日         休会 

 第１０日目  ３月１５日 日曜日         休会 

 第１１日目  ３月１６日 月曜日 午前１０時   委員長報告 

                          質疑・討論・採決 

                          閉会 

 常任委員会開催日程 

  総務福祉文教常任委員会 

        ３月１１日 水曜日 午前１０時   大会議室 

        ３月１２日 木曜日 午前１０時   大会議室 

  町民建設経済常任委員会 

        ３月１１日 水曜日 午前１０時   議場 

        ３月１２日 木曜日 午前１０時   議場 

 全員協議会開催日程 

        ３月１３日 金曜日 午前１０時   大会議室 

 以上で報告を終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ただいま、議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日

より３月１６日までの１１日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日より３月１６日までの１１日間と決しました。 

 

－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－ 
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〇議長（内堀千恵子君） 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、議長において 

  ３番 武井 武議員 

  ４番 笹沢 武議員 

を指名いたします。 

 

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第４ 議会招集のあいさつを求めます。 

 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 議員の皆さまには、時節柄、大変お忙しい時期にもかかわらず、

全員のご出席をいただきまして、平成２１年第１回御代田町議会定例会が開催でき

ますことに、心より感謝を申し上げます。 

 ますます悪化の一途をたどる世界的な金融危機と経済不況の中で、御代田町とし

ましては、昨年末から、近隣市町村に先駆けて経済対策を実施してまいりました。

国においては、こうした重要な局面にもかかわらず、政局が混乱を続けており、地

方自治体の運営にも混乱を招いております。こうしたときに、地方自治体は何をす

べきなのか、その真価がいま大きく問われていると実感をしております。私たちは、

町民の皆さまと暮らしの現場で直接向き合う最前線の行政として、かつ、住民の安

全、健康、福祉の保持に責任を負う地方自治体としての役割を果たし、町民の皆さ

まにとって必要な対策を着実に進めていくことが求められております。 

 最近、一橋大学名誉教授の中谷巌さんという方が『資本主義はなぜ自戒したのか』

という本を出版して、幾つかの新聞などに紹介されています。この方は、経済戦略

会議のメンバーとして、規制緩和など構造改革の提言を取りまとめ、新自由主義的

構造改革の急先鋒であった人物ですが、その人がアメリカ型の市場原理主義を金科

玉条にして進めた新自由主義は、貧困層を増加させ、社会を解体し、環境破壊をも

たらしていると自らの反省を込めて告発しています。 

 最近、こうした論調が専門家による解説やテレビ報道などで見られますが、それ

ほど現在の日本の経済が陥っている病気が重いし、この新自由主義経済からの脱却

という根本的な部分にメスが入らなければ、本格的な経済の復調は難しいのではな
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いかというのが、率直な私の感想です。だからといって、私たちは悲観論に陥るの

ではなく、やるべきことを全力を挙げて着実に実行すれば、必ず道は開けると考え

ております。 

 現在の複雑な情勢のもとで、私たちに必要なことは、目は世界と日本の動向を正

確にとらえながら、足は御代田の大地をしっかりと踏みしめて生きるということを

全職員共通の理念として、地域経済が困難な状況にあり、更に雇用情勢の悪化など

によって、町民の皆さまの暮らしが深刻化しようとしているときだからこそ、私た

ちは地域経済と町民生活をあらゆる知恵と力、組織の総力を挙げて下支えをしてい

かなければならないと考えています。したがいまして、新年度予算の編成につきま

しては、これまで以上に積極的な姿勢での事業展開を基本に、将来的な財政推計を

行い、見通しを十分に検討して明確にした中で、新年度予算案として取りまとめて

提案をさせていただきました。 

 昨年末から実施している緊急経済対策の主な事業の進捗状況について、報告をさ

せていただきます。 

 まず、緊急経済対策本部の相談窓口の相談件数については、１５件で、内容は求

職に関するものが６件、その他住居や税金に関する相談であり、それぞれ担当課で

対応しました。そのうち、ポルトガル語通訳の対応は８件でした。商工業者への融

資に対する利子補給事業については、申込総額２億４，９５０万円に対し、２５件、

１億６，２５０万円の融資が利子補給の対象となっています。 

 臨時職員については、５名を雇用し、浅間山麓での有害鳥獣による農作物被害防

止を目的に、千メートル林道の国有林に緩衝帯を整備するもので、約３キロの目標

に対して１．３キロが整備できました。併せて、児玉地区に被害が集中しているカ

ラスの駆除にも、檻りを設置して取り組みを始めているところであります。 

 福祉灯油の支給事業の関係では、対象者５２３世帯に対して、申請済の世帯は

３８２世帯、児童生徒の学用品等に対する就学奨励援助は、北小、南小ともに１件、

保育料の２分の１軽減は２件でした。 

 公共事業の関係では、２８事業についてすべて発注が終了し、既に工事が始まっ

ています。また、入札差金を活用して、７事業の追加を行いました。 

 なお、妊産婦健診につきましては、御代田町としましても、４月１日より、これ

までの５回から１４回に健診回数を増やす措置をとりました。現在、妊娠中の方も
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適用となりますので、ご報告させていただきます。 

 さて、本定例会に提案いたします案件は、平成２１年度予算案を中心に３５件で

す。人事案件２件、条例の制定と改正案件７件、当初予算案１３件、補正予算案

１１件、報告２件です。 

 人事案は、人権擁護委員１名増員に伴う人権擁護委員の推薦、４年の任期満了に

伴う御代田財産区管理委員の選任、条例案では、第４期分の介護保険料改正で、こ

の間の努力により、第３期と比較して基準額の平均で年間１，９２０円の引き下げ

となったための介護保険条例の一部改正と、介護従事者の処遇改善を図るための介

護報酬の改正です。このため、介護保険料が上がるのを抑制するために、介護従事

者処遇改善臨時特例基金条例を制定します。 

 ほかには、福祉医療費給付条例の一部改正、敬老年金条例の一部改正、特別職の

職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正、保育料徴収条例の

一部改正、手数料徴収条例の一部改正です。 

 平成２１年度当初予算の大きな特徴は、大型事業となる御代田中学校の建設事業

がいよいよ始まることと、５カ年計画で実施するまちづくり交付金事業も初年度と

なることから、一般会計の総予算額が６０億円を超える規模となり、平成１４年度

以来７年ぶりとなる大きな予算額となります。長期振興計画、自律協働のまちづく

り推進計画を基本とし、健全財政を堅持しながら、事業効果などを十分検討し、予

算編成を行いました。 

 一般会計の予算額は、歳入、歳出、それぞれ６６億５，９４７万円で、前年度に

比べまして１８億４５４万円、３７．２％の増額となっています。 

 歳入では、町税で法人町民税が世界的な景気低迷が続く中で、企業の業績が低下

する見込みにより、９，７２０万円の減額、地方交付税は特別枠の地域雇用創出推

進費を見込んで、２，８５０万円の減額、基金繰入金では起債の返済を平準化する

ために繰上償還を実施する予定で、減債基金等を取り崩すため、６億８，２７１万

円の増額、町債では地方交付税を補う臨時財政対策債のほか、中学校建設関連の教

育施設整備債、まちづくり交付金事業債等の有利な起債の調達により、財政負担を

将来に向けて平準化し、一般財源の一時的な持ち出しを少なくするために、７億

６，２４０万円の増額です。 

 歳出につきましては、総務費では新たな事業として、各区の防犯灯の電気料を町
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が２分の１以内の割合で補助を行うための補助金として２００万円、御代田駅ホー

ムの乗り降りの段差を解消するための嵩上げ工事補助金で１，０１０万円などです

が、全体では１億１，２７２万円の減額です。 

 民生費では、新たな事業として、障害者への福祉タクシー利用に対する助成事業

として１２０万円、子育て支援策として、保育園、幼稚園、家庭での保育など、保

育の形態にかかわらず、３歳になったすべての子どもの世帯に一律２万円を支給す

る子育て応援金として３４０万円、介護保険特別会計への繰出金などで、全体で

２，２１１万円の減額です。 

 衛生費では、浅麓環境施設組合の負担金が１億６６９万円に増加したことなどに

より、全体で１，８３２万円の増額となります。 

 農林水産費では、新しい事業として、化学肥料の削減と根腐れ病対策として燕麦

とライ麦を蒔いた農家に、種代の補助を行う肥料高騰対策補助金として２１０万円、

農振農用地内の耕作放棄地を農地に再生利用するための耕作放棄地解消補助事業

として８１万円、まちづくり交付金事業による水路改修の関連事業で３，９５６万

円など、全体で２，４２７万円の増額です。 

 土木費では、まちづくり交付金事業による道路改良関連の経費として４億５，６５４

万円や下水道事業特別会計への繰出金の増加などにより、全体では４億９，６１８

万円の増額となっています。 

 教育費につきましては、中学校建設関連の事業として１０億２，４９６万円、南

北小学校の校舎棟耐震補強工事、社会体育施設利用促進工事などで、全体で９億

６６万円の大幅な増額となっています。 

 公債費につきましては、平成２３年度に突出する返済を避け、繰上償還により平

準化を図るため、４億５，０９６万円の増額となっています。また、特別会計につき

ましては、１２特別会計の総額は、３６億１，２４３万円で、前年に比べ８，０２１

万円、２．３％の増額となっています。この主な要因は、公共下水道特別会計にお

いて浄化管理センター増設工事９，６００万円並びに繰上償還金の増額によるもの

であります。 

 平成２０年度一般会計補正予算（第６号）につきましては、国の第二次補正予算

関連予算で、総務費へ低額給付金並びに児童福祉費へ子育て応援特別手当を計上

したもので、総額に歳入、歳出、それぞれ２億４，８５６万円を追加し、５３億
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８，５０２万円とするものです。 

 平成２０年度一般会計補正予算（第７号）の概要ですが、総額から歳入、歳出、

それぞれ２，５５４万円を減額し、合計５３億５，９４９万円とするものです。 

 歳入の主な内容は、町税では個人町民税譲渡所得の増により、２，１９０万円の

増額、地方消費税交付金等は確定による減額、国庫支出金、町債については、災害

復旧費の確定による減額です。 

 歳出の主な内容は、総務費で電算委託料等の不用額の減額、民生費では国保特別

会計などの繰出金等の減額、衛生費では清掃費で浅麓地域ごみ処理共同事業補償金

２，８００万円の計上による増額、災害復旧費では、事業費の確定による５，５７２

万円の減額を計上しました。 

 また、特別会計の補正予算の主な内容につきましては、国保特別会計では保険給

付費等の確定に伴い８，１７７万円の減額補正、介護保険特別会計では保険給付費

の減額、財政安定化基金償還金の一般会計より繰入分の差し戻し等で１，０６１万

円の減額補正、下水道特別会計では不用額の減額と消費税納付額の確定により７９０

万円の増額補正を計上しました。 

 以上、概要を申し上げました。詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明を

いたしますので、よろしくご審議をいただき、原案どおりのご採決をお願い申し上

げまして、第１回御代田町議会定例会招集のあいさつとさせていただきます。よろ

しくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） これより、議案を上程いたします。 

 

－－－日程第５ 議案第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 

                             について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第５ 議案第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の４ページをお願いいたします。 

 議案第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
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 ご説明いたします。 

 昨年秋に長野中央法務局佐久支局長から御代田町の人権擁護委員の増員要請が

ございました。当町の人口規模での定員枠は５名とのことでございますけれども、

現在、男性２名、女性１名の計３名となっております。 

 こうした状況から、町では１名増員したいということを考えまして、人権擁護委

員候補者を推薦するにあたりまして、人権擁護委員法第６条３項の規定により、議

会の同意を求めようとするものであります。 

 推薦したいと考えておりますのは 

 住  所  御代田町大字草越１１７３番地１０８２ 

 氏  名  柏 木 八重子 

 生年月日  昭和２３年６月２３日 

 であります。 

 柏木さんは現在、佐久少年警察ボランティア協会副会長並びに南小学校評議委員

をお務めでございまして、青少年の人権尊重の活動をなさっておられます。 

 また、昨今は女性に関する人権相談も多くなってきていることから、女性の人権

擁護委員の登用が求められております。 

 以上が推薦理由であります。よろしくご審議のうえ、ご同意を賜りますようお願

いいたします。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は質疑、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第２号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、

原案のとおり同意することに決しました。 
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－－－日程第６ 議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第６ 議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の５ページをお願いいたします。 

 議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任について 

 下記の者を御代田財産区管理会の委員に選任したいから、御代田財産区管理会協

議書第３条の規定により、議会の同意を求める。 

 この同意につきましては、任期満了によるものでございます。 

                  記 

 住  所  御代田町大字御代田２４８５番地６ 

 氏  名  森 泉 正 男 

 生年月日  昭和１０年１０月１８日 

 

 住  所  御代田町大字御代田２６２１番地イ 

 氏  名  板 橋 三 雄 

 生年月日  昭和２４年１１月３日 

 

 住  所  御代田町大字御代田２１７１番地 

 氏  名  市 川 誠 

 生年月日  昭和８年７月１５日 

 

 住  所  御代田町大字御代田３８７１番地１ 

 氏  名  土 屋 延 男 

 生年月日  昭和１５年１月２２日 

 

 住  所  御代田町大字御代田３０３５番地５ 

 氏  名  栁 澤 忠 良 



１１ 

 生年月日  昭和１４年２月２６日 

 

 住  所  御代田町大字御代田１８０９番地 

 氏  名  尾 台 吉 正 

 生年月日  昭和１５年５月２日 

 

 住  所  御代田町大字御代田２４２９番地７ 

 氏  名  櫻 井 平次郎 

 生年月日  昭和２９年２月９日 

 

 選出方法ですけれども、区からの推薦でございます。任期につきましては、平成

２１年４月１日から平成２５年３月３１日までの４年間でございます。 

 ご審議いただき、ご同意の方、よろしくお願いいたします。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は質疑、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第３号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任については、原案のとおり

同意することに決しました。 

 

－－－日程第７ 議案第４号 御代田町介護保険条例の一部を改正する 

                          条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第７ 議案第４号 御代田町介護保険条例の一部を改正す

る条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 議案書の６ページをお願いいたします。 

 議案第４号 御代田町介護保険条例の一部を改正する条例案についてでござい

ます。 

 これにつきましては、３年に一度の介護保険事業計画の見直しにより、平成２１

年度から２３年度の第４期の介護保険料の額の改正と、それから平成２１年度から

２３年度までにおける保険料率の特例について、附則を定めるものでございます。 

 次の７ページをお願いいたします。 

 御代田町介護保険条例の一部を改正する条例案 

 御代田町介護保険条例（平成１２年御代田町条例第８号）の一部を次のように改

正する。 

 第６条中「平成１８年度から平成２０年度」を「平成２１年度から平成２３年度」

に、「２万７，６００円」を「２万６，６４０円」に、「３万３，１２０円」を

「２万６，６４０円」に、「４万１，４００円」を「３万９，９６０円」に、「５

万５，２００円」を「５万３，２８０円」に、「６万９，０００円」を「６万

６，６００円」に、「８万２，８００円」を「７万９，９２０円」に改める。 

 附 則 

 （施行期日）第１条 この条例は平成２１年４月１日から施行する。 

 （経過措置）第２条 改正後の御代田町介護保険条例第６条の規定は、平成２１

年度以降の年度分の保険料から適用し、平成２０年度以前の年度分の保険料につい

ては、なお従前の例による。 

 （平成２１年度から平成２３年度までにおける保険料率の特例）第３条 令附則

第９条第１項及び第２項（同条第３項及び第４項において準用する場合を含む。）

に規定する第１号被保険者の平成２１年度から２３年度までの保険料率は、第６条

第１項の規定にかかわらず、４万７，９５０円とする。 

 ８ページの新旧対照表をご覧ください。 

 今回の改正の概要についてご説明をいたします。 

 新旧対照表の下段の保険料の比較をご覧いただきたいと思います。 

 基準額、新保険料の欄の第４階層の２でございます。１，９２０円の減額となり
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ます。これを基準に、第２階層では調整率を０．６から０．５に、新たに設けまし

た第４階層の１では、同じく１．０から０．９に、それぞれを見直しを行いました。 

 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますようお願いをい

たします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第８ 議案第５号 御代田町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を 

                      制定する条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第８ 議案第５号 御代田町介護従事者処遇改善臨時特例

基金条例を制定する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 議案書の９ページをお願いいたします。 

 議案第５号 御代田町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を制定する条例案

についてであります。 

 これにつきましては、平成２１年度の介護報酬の改定により、介護報酬が３％上

昇しますが、これに伴う介護保険料の急激な上昇を抑制するため、国庫より介護従

事者処遇改善臨時特例交付金が交付されます。この交付金について基金編入して運

用することとされておりますため、標記の条例を定めるものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

      御代田町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例（案） 

 （設置の目的）第１条 介護従事者の処遇改善を図るという平成２１年度の介護

報酬の改定の趣旨等にかんがみ、当該改定に伴う介護保険料の急激な上昇を抑制す

るため、御代田町介護従事者処遇改善臨時特例基金（以下「基金」と言う。）を設
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置する。 

 （基金の額）第２条 基金として積み立てる額は、御代田町が交付を受ける介護

従事者処遇改善臨時特例交付金の額とする。 

 （管理）第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他もっとも確実か

つ有利な方法により保管しなければならない。 

 ２、基金に属する現金は、必要に応じ、もっとも確実有利な有価証券にかえるこ

とができる。 

 （運用益の処理）第４条 基金の運用から生ずる利益は、介護保険特別会計予算

に計上して、この基金に編入するものとする。 

 （繰替運用）第５条 町長は、財政上必要があると認められるときは、確実な繰

り戻しの方法、期間及び利率を定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰替えて運

用することができる。 

 （処分）第６条 基金は次の各号に掲げる場合に限り、これを処分することがで

きる。 

 （１）御代田町が行う介護保険にかかる第１号被保険者の介護保険料について、

平成２１年４月施行の介護報酬の改定に伴う増加額を軽減するための財源に充て

る場合 

 （２）前号の介護保険料の軽減にかかる広報啓発、介護保険料の賦課徴収にかか

る電算処理システムの整備に要する費用その他当該軽減措置の円滑な実施のため

の準備経費等の財源に充てる場合 

 （委任）第７条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

 附 則 

 （施行期日）１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （この条例の失効）２ この条例は、平成２４年３月３１日に限り、その効力を

失う。この場合において、基金に残額があるときは、当該基金の残額を予算に計上

し、国庫に納付するものとする。 

 以上でございます。よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますようお願いい

たします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

 武井 武議員。 

（３番 武井 武君 登壇） 

〇３番（武井 武君） ３番、武井であります。 

 単純なことで大変申しわけございませんが、１点だけお聞かせください。 

 第２条に基金の額ということで、特例交付金の額とするということでございます。

御代田町が交付を受ける、これに上乗せして御代田町はこの基金に積み立てるお考

えはありますか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋和明保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 特に上乗せは考えておりません。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） この介護者の処遇改善、国も当然やるわけでありますけれども、

町長の積極的予算あるいはそういうものに関して介護従事者の方は非常な労働を

強いられているということでございますので、財源が許す限り、御代田町も独自の

方法を考えたらいかがかと意見を申し上げて終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第９ 議案第６号 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を 

                      改正する条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第９ 議案第６号 御代田町福祉医療費給付金条例の一部

を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 議案書の１１ページをお願いいたします。 

 議案第６号 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案について

でございます。 
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 この事業は、乳幼児、障害者、母子家庭の母子、それから父子家庭の父子の福祉

の増進を図るために、これらの方に対する医療費の自己負担分への助成を行う制度

であります。障害者手帳取得者の増加、所得制限の緩和等対象者の増加により、町

の負担も増大しております。ともに支え合い、将来にわたり存続可能な制度とする

必要性からも、障害者、母子・父子家庭の所得制限を県の制度と同様に改正するも

のであります。 

 また、高齢者の医療の確保に関する法律施行令の令等の一部を改正する政令によ

り、項の変更がありますので、あわせて改正をするものであります。 

 １２ページをお願いいたします。 

     御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例（案） 

 御代田町福祉医療費給付金条例（平成１５年御代田町条例第１６号）の一部を、

次のように改正する。 

 第３条第２項第６号中「身体障害者手帳交付者」を「身体障害者手帳交付者のう

ち、障害等級が２級以上に該当するもの」に、「が５００万円以上であるもの」を

「（特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令（昭和５０年政令第２０７号）

第４条に規定する所得について同令第８条第３項において読み替えて準用する同

令第５条に規定する計算方法により算定した額をいう。）が同令第７条に定める額

を超える者またはその者の配偶者もしくはその者の民法（明治２９年法律第８９

号）第８７７条第１項に定める扶養義務者（以下「扶養義務者」という。）で、そ

の者の生計を維持するものの前年の所得の額（特別児童扶養手当等の支給に関する

法律施行令第４条に規定する所得について同令第５条に規定する所得について、同

令第５条に規定する計算方法により算定した額をいう。）が同令第２条第２項に定

める額以上であるもの」に改め、同項第９号中「５００万円以上であるもの」を「児

童扶養手当法施行令第２条の４第４項に規定する額以上であるもの又はその者の

養育者の配偶者もしくはその者の養育者の扶養義務者で、その養育者の生計を維持

している者の前年の所得の額が同令第２条の４第５項に規定する額以上であるも

の」に改め、同号を同項第１０号とし、同項第８号中「５００万円以上であるもの」

を「児童扶養手当法施行令第２条の４第５項に規定する額以上であるもの」に改め、

同号を第９号とし、同項第７号中「５００万円以上であるもの」を「（児童扶養手

当法施行令（昭和３６年政令第４０５号）第３条に規定する所得について同令第４
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条に規定する計算方法により算定した額をいう。以下同じ。）が同令第２条の４第

２項に規定する児童扶養手当の支給の制限を手当の全部について行うときの額以

上である者またはその者の扶養義務者でその者と生計を同じくする者の前年の所

得の額が同令第２条の４第５項に規定する額以上であるもの」に改め、同号を同項

８号とし、同項第６号の次に次の１号を加える。 

 （７）身体障害者手帳交付者のうち障害級が３級、４級に該当するもので、その

者の前年の所得に所得税が課せられているもの又はその者の配偶者もしくはその

者の扶養義務者で、その者の生計を維持するものの前年の所得額（特別児童扶養手

当等の支給に関する法律施行令第４条に規定する所得について同令第５条に規定

する計算方法により算定した額をいう。）が同令第２条第２項に定める額以上であ

るもの 

 １３ページをお願いいたします。 

 附 則 

 （施行期日）１ この条例は平成２１年８月１日から施行する。 

 （御代田町福祉医療費給付金の一部を改正する条例の一部改正） 

 ２ 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例（平成２０年御代田町

条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 附 則 

 第３項中「第３項」を「第５項」に改める。 

 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいたし

ます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 ３点ほど、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 この福祉医療給付金条例でありますけれども、いま課長の説明にありましたよう

に、障害者の方とか、それから母子、父子の方、そしてあと、乳幼児の部分の医療
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費なんですけれども、この所得制限を、この児童手当とか特別児童扶養手当等の県

の所得制限に合わせるということですけれども、まずこれはどういう内容なのかと

いうのですね、いま現在、５００万円というのがその県の制度の方の所得制限に合

わせるということだと思うんですけど、いまの説明、で、また県の制度に合わせる

というのもありますが、町が独自でやっているこの福祉医療制度というのも、障害

者の４級というのは県のやっていない、町が独自にやっている部分とか、それから

乳幼児で言いますと、県は乳幼児しかやっていませんけど、町は１年生から６年生

までやっているとかありますけれども、この点についてどうなるのか。まずその点

をお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋和明保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 県の基準に合わせるとどうなるかということでございますけれども、今回の改正

では、福祉医療の対象者、従来の町の所得制限が福祉医療の対象者本人の所得のみ

これが５００万円未満ということを判定の基準としてきているわけですけれども、

県の基準に準拠させるということで、県の基準では扶養義務者等の所得等も総合的

に判断して適用されることになってございます。判定基準の概要としては、障害を

お持ちの方の場合は特別障害者手当の支給基準が概ねのガイドラインになります。

それから母子・父子家庭の場合につきましては、児童扶養手当の支給基準が概ねの

ガイドラインになるということであります。この従来の基準では、本人の所得のみ

で判定していたために、扶養義務者の所得が２，５００万円近くある家庭に対して

も、支給している状況がありましたので、これらのこの事業の趣旨にそぐわない状

況は是正して、将来的に制度を存続させていくための見直しを行いたいということ

であります。 

 それから２点目、県制度では対象にならない者について、どうなるかということ

でございますけれども、町の単独事業では先ほど市村議員おっしゃったように、身

体障害者の４級と、それから精神障害の２級、３級、それから障害年金受給者、そ

れから先ほどおっしゃったように、小学生まで対象にしてございますけれども、判

定の基準については、こちらも県制度に準拠した形で行ってまいりたいと、こうい

うふうに考えております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 
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〇７番（市村千恵子君） それでは、乳幼児医療のその児童の部分の１年生から６年生と

いうのも、県の基準、これはそのまま５００万円ということで、理解でよろしいで

すか。はい。 

 是非、いまのこの制度改正の内容というのが、その障害者の人たち、それから母

子・父子の所得の低い人たち、障害とかさまざまな、いろいろ持っている方たちへ

の福祉給付を存続させるというのは、私も予算の中で見ていますと、年々やはりこ

の障害者の医療費というのがかなり年々大きく増大しているという傾向は承知し

ているところであります。今回の改正が存続を可能にしていくということも理解で

きるわけですが、この小学校の１年生から６年生という部分では、本当に県下どこ

でもいま子育てという観点の中で結構やられている自治体、近隣でいえば佐久市も

小学校６年生まで所得制限なしで実施する、この４月１日から始まるとか、長和町

も１８歳まで無料にするとか、そういう流れの中で、この乳幼児ではない児童の医

療費の部分について、町長、いま５００万円という所得制限のままで行くという話

ですけれども、ここのところを見直す考えというのは、拡大する考えというのはあ

りますか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） この件につきましては、小学校６年生までに医療費の無料化を拡

大する、その中での議論の中で、最初から所得制限を外すというのは、もし将来的

な推計を見てみないと、またそれを例えば戻さなければならないようなことがある

ということになりますと困りますので、したがって、実施したその実績を見て判断

していきたいというふうに答弁させていただいておりますので、いずれにしても、

その実施した実績に基づいて所得制限を外すかどうかについては最終的に判断を

させていただきたいと、このように考えています。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 



２０ 

 

－－－日程第１０ 議案第７号 御代田町敬老年金条例の一部を改正する 

                          条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１０ 議案第７号 御代田町敬老年金条例の一部を改正

する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の１６ページをお願いいたします。 

 議案第７号 御代田町敬老年金条例の一部を改正する条例案についてでありま

す。 

 これにつきましては、この年金の用語の定義が、現支給対象者の定義と合わない

というようなこともございまして、条例改正の必要が生じてきたということで改正

をお願いするものであります。 

 次のページをお願いいたします。 

       御代田町敬老年金条例の一部を改正する条例（案） 

 御代田町敬老年金条例（昭和５６年御代田町条例第１号）の一部を次のように改

正する。 

 題名を次のように改める。 

   御代田町敬老給付金条例 

 条文中「年金」を「給付金」に改める。 

 附則 この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 

 以上であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 



２１ 

－－－日程第１１ 議案第８号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償 

            に関する条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１１ 議案第８号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の１９ページをお願いいたします。 

 議案第８号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例案についてであります。 

 今回の改正は、保健補導員の年額報酬１万７００円を日額報酬６，０００円に変

更しようとするものであります。 

 現行の保健補導員報酬は１名に対して年額で１万７００円で支払いをしてまい

りましたけれども、保健補導員の個々の会議出席日数、地区での普及勧奨活動回数

などに大きな差、極端に申しますと、１回も活動しなくても年額報酬ですので支払

われることもあるという状況があり、この一律に報酬を支払うことについては保健

補導員の多くが疑問を持ち、積年の課題ともなっておりました。この矛盾を解消す

るために、報酬を日額６，０００円に改めて活動実績に応じて報酬を支給すること

としたいということでございます。 

 この改正によりまして、報酬の額、全報酬の額でございますけれども、過去の活

動実績で推計しますと、年額報酬で盛ってございました平成２０年度は７１万

７，０００円でございます。今回、そういった形での試算では、２１年度予算には

８４万円を見込んでございます。状況としてはそんな状況です。 

 それでは条文の方を、２０ページをお願いいたします。 

 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例案 

 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３８年御代田

町条例第１７号）の一部を次のように改正する。 

 第１条別表中「年額１万７００円」を「日額６，０００円」に改める。 

 附則（施行期日）この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 
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 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいたし

ます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１２ 議案第９号 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する 

                          条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１２ 議案第９号 御代田町保育料徴収条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小平嘉之町民課長。 

（町民課長 小平嘉之君 登壇） 

〇町民課長（小平嘉之君） それでは議案書２２ページをお開きください。 

 議案第９号 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例案について、ご説明

をいたします。 

 次のページをお開きください。 

 御代田町保育料徴収条例（昭和５４年御代田町条例第１９号）の一部を、次のよ

うに改正する。 

 第４条第１項の納期でございますが、第４条、児童の扶養義務者は毎月末日（１２

月にあっては２５日）までに、その期分を納付しなければならない。ただし、その

期限が日曜日もしくは土曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日に当たると

きは、これらの日の翌日をもってその期限とみなす。 

 附則 この条例は平成２１年４月１日から施行する。 

 この改正につきましては、次ページの新旧対照表の旧の納付告知書により、「毎

月末日までにその月分を納入しなければならない」とあるわけでございますが、

１２月につきましては、末日だと金融機関も役場も年末年始の休日に入ってしまい、
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納期としては不適切というような状況になっております。他の税や使用料につきま

しては、１２月の納期限につきましては、２５日に定めていますので、保育料につ

いても町税等の納期限に合わせていきたいので、今回一部を改正させていただくも

のでございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１３ 議案第１０号 御代田町手数料徴収条例の一部を改正する 

                          条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１３ 議案第１０号 御代田町手数料徴収条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小平嘉之町民課長。 

（町民課長 小平嘉之君 登壇） 

〇町民課長（小平嘉之君） それでは議案書の２５ページをお開きください。 

 議案第１０号 御代田町手数料徴収条例の一部を改正する条例案について、ご説

明をいたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 御代田町手数料徴収条例（平成２０年御代田町条例第６号）の一部を次のように

改正する。 

 附則第２項中、手数料徴収の特例ですが「平成２１年」を「平成２３年」に改め

るものです。 

 附則 この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 

 今回の改正につきましては、総務省が住民基本台帳カードの普及促進のため、交

付手数料を無料化する市町村に対して、平成２０年から２２年度の３年間に限り、

交付手数料と同額を特別交付額に追加するという、新たな財政処置を実施したため、
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当町でも住民基本台帳カード発行にかかる手数料を無料とする御代田町手数料徴

収条例第２条第１項第４４号の改正に合わせて附則により無料とする期間につい

て平成２０年４月１日に規定をいたしました。しかし、御代田町手数料徴収条例の

期間は、平成２０年度末の２１年３月３１日までとなっておりますので、特別交付

税処置期間と合わせて、平成２２年度末の平成２３年３月３１日までとするため、

改正を行うものでございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩といたします。 

（午前１１時０１分） 

（休  憩） 

（午前１１時１５分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第１４ 議案第１１号 平成２１年度御代田町一般会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１４ 議案第１１号 平成２１年度御代田町一般会計予

算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） それでは議案書の２８ページをお願いいたします。 

 議案第１１号 平成２１年度御代田町一般会計予算案について、ご説明を申し上

げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ６６億
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５，９４７万２，０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 （債務負担行為）第２条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する

行為をすることができる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 （地方債）第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地

方債による。 

 （一時借入金）第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入

金の借入の最高額は、５億円とする。 

 （歳出予算の流用）第５条 これは書いてあるとおりでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入歳出予算につきましては、資料ナンバー１でご説明を

申し上げますので、資料ナンバー１をお願いいたします。 

 平成２１年度予算案の概要。一般会計。平成２１年度６６億５，９４７万２，０００

円。前年度と比較いたしまして１８億４５４万４，０００円の増でございます。対

前年比で３７．２％の増でございます。 

 続きまして特別会計ですけれども、特別会計については、主なものだけご説明を

申し上げます。 

 まず、老人保健。２１４万９，０００円。比較で１億１，６１６万２，０００円。

対前年比で９８．２％の減でございます。これにつきましては、老人保健から後期

高齢者に移行したことによります。 

 続きまして御代田町の簡易水道、平成２１年度７，９６４万７，０００円。比較

いたしまして、前年度と比較で２，７３４万３，０００円の減、２５．６％の減で

ございます。これにつきましては第二配水池の緊急遮断弁の終了によるものでござ

います。 

 公共下水道事業、平成２１年度９億３１５万９，０００円。比較で１億９，３５３

万６，０００円の増でございます。２７．３％の比較増でございます。これにつき

ましては浄化管理センターの工事、それから元利償還等の増によるものでございま

す。 
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 それから農業集落排水、平成２１年度、２，８７３万９，０００円。比較で

３，４５６万１，０００円の減です。前年比で５４．６％の減。これにつきまして

は、草越の下水道管の腐蝕の付け替え工事の終了によるものでございます。 

 特別会計の２１年度の総額ですけれども、３６億１，２４３万８，０００円。比

較で８，０２１万４，０００円。対前年比で２．３％の増というのが平成２１年度

の御代田町の予算の全体の概要でございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 平成２１年度対前年比一般会計当初予算比較表ということでございます。詳細に

つきましては、４ページ以降で説明を申し上げますので概略、特徴的なことだけご

説明を申し上げます。 

 まず１の町税ですけれども、平成２１年度２１億８，４３５万１，０００円。構

成比で３２．８％。対前年の比較で９，７２０万円の減。率で４．３％の減という

ことでございます。詳細につきましては、後でご説明申し上げます。 

 続きまして１４の国庫支出金。平成２１年度６億２，０２６万６，０００円。構

成比で９．３％、比較で４億６，５２９万７，０００円の増、伸び率で３００．３％

でございます。 

 続きまして１８の繰入金。平成２１年度６億８，５３０万３，０００円。比較で

６億８，２７１万４，０００円の増、２万６，３６９．８％の増でございます。 

 続きまして２１の町債です。平成２１年度１１億５，２００万円。構成比で

１７．３％。比較で７億６，２４０万円の増でございます。伸び率で１９５．７％

の増になっております。 

 次の３ページをお願いをしたいと思います。 

 いまの予算の中で、うち一般財源ということでございまして、まず３５億４，５１５

万１，０００円、構成比で５３．２％、これが２１年度です。２０年度と比較いた

しまして、１億５，５４０万円の減。それから伸び率で４．２％の減ということに

なっておりますけれども、一般財源の減と、利子等の、それから金額の減というこ

とにつきましては、国庫支出金で４億６，５２９万７，０００円。３００．３％の

増。それから中学校建設事業、それからまちづくり交付金事業などの大型新規事業が

始まることによります。これにあわせまして町債が７億６，２４０万円。１９５．７％

増加していることが大きな要因と言えます。 
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 続きまして、うち自主財源ということでございますけれども、この自主財源につ

きましては、２１年度で３２億９，８５７万９，０００円。構成比で４９．５％。

対前年の比較で６億３，４７０万円。２３．９％の増ということでございます。自

主財源がなぜこれだけ多くなったかということですけれども、町税は９，７２０万

円減ということで、４．３％減少しております。これと比較いたしまして、繰入金です

けれども、繰入金が６億８，２７１万４，０００円の増。これが２万６，３６９．８％

の増加。これが大きな要因となっております。 

 繰入金の内容ですけれども、繰上償還をするということで４億９，０００万円。

それから中学校の建て替え基金で１億５，４４０万円ということで、これが自主財

源が増えた大きな要因となっております。 

 続きまして歳出の目的別でございます。 

 これにつきましても、特徴的なことを申し上げたいと思います。 

 まず、議会費ですけれども、ほぼ前年並みでございます。 

 それから２の総務費ですけれども、これにつきましては、税の還付金や選挙費が

増加しました。それからふるさと融資の貸付金が減額となり、前年度に比べ１億

１，２７２万８，０００円。１４．３％の減少となっております。 

 続きまして３の民生費ですけれども、医療費や児童手当などの扶助費や、それか

ら福祉タクシーの利用事業や子育て応援金などを新規計上いたしました。このほか

国民健康保険や介護保険、それから後期高齢者医療など各特別会計への繰出金の増

減により、２，２１１万１，０００円で２．０％の減少になっております。 

 それから４の衛生費、それから５の労働費につきましては、ほぼ前年並みでござ

います。 

 続きまして６の農林水産業費ですけれども、昨年度からの継続事業であります雪

窓湖の整備やまちづくり交付金事業による水路改修事業などにより、２，４２７万

円の増ということで１２．７％の増加であります。 

 ７の商工費ですけれども、ほぼ前年並みでございます。 

 続きまして８の土木費ですけれども、５年計画のまちづくり交付金事業の初年度

といたしまして、道路改良等の関係経費や、それから下水道事業特別会計への繰出

金の増加などにより、４億９，６１８万３，０００円、１２１．０％の大幅な増と

なっております。 



２８ 

 ９の消防費につきましては、ほぼ前年並みでございます。 

 続きまして１０の教育費です。これにつきましては、まちづくり交付金、それか

ら公立学校の施設整備費補助金、それから安全・安心な学校づくり交付金を受けて

実施いたします中学校の建設事業の経費、それから南・北小学校校舎の耐震補強工

事などの計上により、９億６５万９，０００円、１４３．５％の大幅な増加となっ

ております。 

 １１の災害復旧費につきましては１５４万円、３４．７％の減少でございます。 

 それから１２の公債費ですけれども、後年度の負担を軽減するため、繰上償還を

実施するということでございまして、この経費を大きく計上いたしましたので、４

億５，０９６万８，０００円、５１．３％の増加となっております。 

 １３の諸支出金は、前年とほぼ同額でございます。 

 続きまして１４の予備費ですけれども、景気後退等の影響を受けまして企業の過

年度の予定申告による予定納付されている町税の還付及び還付加算金を予備費に

計上したためということでございまして、既に予納されている税金がございます。

これの還付または還付加算金が予想されますので、予備費の方に留保をしておくと

いうことで、４，５５０万４，０００円、１０１．８％の増加になっております。 

 続きまして４ページをお願いいたします。 

 平成２１年度の当初予算の説明資料ということで、歳入でございます。 

 まず款１、町税。項の１、町民税。本年度の予算額７億３，２３０万円。比較で

１億５，１８０万円の減でございます。個人町民税につきましては６億２，２７０

万円で５００万円の増、法人町民税につきましては１億９６０万円。１億５，６８０

万円の減ということで、景気の後退等があるということの中で、法人税につきまし

ては、大幅な減ということになっております。 

 続きまして２の固定資産税です。本年度予算１２億１，７３０万円。比較で

６，０６０万円の増でございます。償却資産が３億７，７５５万３，０００円で、

８，６８５万３，０００円の増ということで、これにつきましては、何回かご説明

しておりますけれども、新幹線関連の償却資産の増によるものでございます。 

 続きまして家屋が４億７，２６４万４，０００円。２，２３５万６，０００円の

減ということで、評価替えによる減で、評価損でございます。 

 続きまして３の軽自動車税です。予算額で３，２００万円。比較で１２０万円の
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増ということで、これは軽自動車の増加によるというものでございます。 

 続きまして４の町たばこ税８，５４０万円。比較で２６０万円の減でございます。

これはたばこの本数の減少によるものでございます。 

 ５の特別土地保有税でございます。予算１，０００円ということで、比較０とい

うことでございます。 

 ６の都市計画税。本年度予算１億１，７００万円。比較で４６０万円の減でござ

います。内容ですけれども、家屋課税の課税標準の減少ということで減になってお

ります。 

 ７の入湯税につきましては、昨年と同額でございます。 

 ２、地方譲与税。１、地方揮発油譲与税。本年度予算で１，１７０万円で、比較

で同額でございまして、これにつきましては、法の改正による皆増ということでご

ざいまして、地方道路譲与税、この関係がいわゆる一般財源化ということで法の改

正が行われまして、名称がこのように変わってきているということでございます。 

 ２、自動車重量譲与税。５，６００万円。５５０万円の減でございます。これに

つきましては、軽自動車への移行による減少でございます。 

 ３の地方道路譲与税。予算額で７２０万円。比較で１，３９０万円の減というこ

とで、これ先ほどご説明いたしましたけれども、若干、前の法律が残っている部分

があるということでございまして、その部分についてここに計上がされているとい

うことでございます。 

 続きまして３の利子割交付金でございます。本年度予算で７２０万円。比較で

１７０万円の減ということでございまして、この利子割交付金から８の自動車取得

税交付金につきましては、県の方で２０年度と比較、いわゆる２０年度の実際の数

字と比較をいたしまして、このくらい減りますよという統計数字をいただいており

まして、それに基づいて予算を立てろということになっておりまして、若干、ちょ

っと足し引きの部分があるんですけれども、その数字に基づきましてつくってきた

予算でございます。 

 続きまして９の地方特例交付金です。１、地方特例交付金。本年度の予算額です

けれども、２，６５０万円で５８０万円の増でございます。内容的には自動車取得

税交付金の減収補てん分ということで５６０万円が含まれております。 

 それから２の特別交付金です。これは５００万円で前年と同額ということでござ
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いまして、２１年度まで減税補てんの特例交付金が１８年度で廃止されたわけです

けれども、１９、２０、２１と３カ年で５００万円ずつということで通達が来てお

ります。 

 それから１０の地方交付税でございます。予算額で１０億７，０００万円。比較

で２，８５０万円の減でございます。 

 まず普通交付税ですけれども、１０億２，０００万円。２，８５０万円の減とい

うことで、当初予算の段階では少し過大であったと、昨年度、ということで予算で

は減っているということでございます。国の方からの交付税についての考え方、約

２％程度は増額になるということになっておりますけれども、予算の段階では前年

度、若干、当町は多めだったということでございまして、減ということになってお

ります。 

 それから特別交付税につきましては、５，０００万円で、前年と同額でございま

す。 

 続きまして、交通安全対策特別交付金ですけれども、１８０万円ということで、

２０万円の減でございます。 

 １２の分担金及び負担金の負担金でございます。１，８０１万７，０００円で

２，０００円の増ということでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 続きまして１３の使用料及び手数料でございます。１の使用料。１億７，３０６

万４，０００円で７６１万１，０００円の増でございます。これにつきましては、

保育園使用料の増加でございます。 

 それから２の手数料。１，０４４万１，０００円で４９万３，０００円です。 

 続きまして１４の国庫支出金。１の国庫負担金。本年度予算１億２，６２２万円。

比較で３６８万２，０００円でございます。 

 ２の国庫補助金。本年度予算４億７，７３８万２，０００円。比較で４億５，８８９

万３，０００円の増ということでございます。内容的には、まちづくり交付金事業

で２億８，７１５万円、それから公立学校の施設整備費補助金で４，６０８万

２，０００円、それから安全・安心な学校づくり交付金で９，８１７万４，０００

円ということでございます。 

 ３、委託金。１億６，６６４万円。比較で１，００８万６，０００円の増でござ
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います。これにつきましては、衆議院選挙が行われるということでございます。 

 １５の県支出金。１の県負担金。１億２，４２４万６，０００円。比較で１６０

万１，０００円の増でございます。 

 ２の県補助金。７，０９８万３，０００円。比較で１１３万６，０００円の増で

ございます。 

 ３の委託金。本年度３，０７９万８，０００円。比較で２９６万円の減というこ

とでございます。 

 続きまして１６の財産収入です。１の財産運用収入。本年度予算１，６７７万

４，０００円で、比較で９７万７，０００円の減でございます。これにつきまして

は、基金利子で１，４７５万円で、比較で１０７万６，０００円の減でございます。 

 ２の財産売り払い収入については同額でございます。 

 １７の寄附金です。この寄附金につきましても、ほぼ同額でございます。 

 １８の繰入金。１、特別会計の繰入金。本年度３，０００円。比較で２５８万

６，０００円の減ということで介護特会への繰入というのが減になっているもので

ございます。 

 ２の基金の繰入金でございます。本年度で６億８，５３０万円。比較で同額でご

ざいます。主な内容ですけれども、減債基金から４億９，０００万円、それから中

学校建て替え基金、これで１億５，４４０万円の繰入を行います。 

 １９、繰越金でございまして、前年と同額でございます。 

 ２０の諸収入。１の延滞金及び加算金でございます。前年と同額でございます。 

 ２の町の預金利子、２００万円。比較で４０万円の増でございます。 

 ３、貸付金の元利収入。２，４１１万３，０００円。比較で２，１５８万５，０００

円の増ということでございまして、２０年度で日穀製粉に２億円貸し付けたわけで

すけれども、それの償還が既に始まっておりまして、それの償還分でございます。 

 それから４の雑入。本年度予算で７，７４８万８，０００円。比較で２，０８２

万３，０００円の増でございます。 

 続きまして２１の町債でございます。本年度予算で１１億５，２００万円。比較

で７億６，２４０万円の増でございます。内容ですけれども、臨時財政対策債が２

億６，２９０万円で、９，３６０万円の増ということで、国の方もいわゆる国税５

税といわれる税金が、今回の経済危機で非常に減っているということの中で、地方
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交付税がトータルでは減額になった。その中でお金が出せないということでござい

まして、交付税のいわゆる補てんという措置で臨時財政対策債を自前で出せという

ことでございまして、これにつきましては約５０％ぐらいの増を見込めということ

でございますので、この金額になっております。 

 続きまして地域総合整備資金の貸付事業ということで、これも先ほどからご説明

申し上げておりますけれども、日穀製粉への貸付が２億円なくなったというもので

ございます。 

 続きまして教育施設整備、４億６，０５０万円。これが４億４，９３０万円の増

ということで、中学校の建て替え事業等に関するものでございます。 

 続きまして、まちづくり交付金事業債。これが３億９，９７０万円。２１年度か

ら始まるわけですけれども、この起債でございます。 

 続きまして地域活性化事業債ということで、２，６６０万円。これにつきまして

は、Ｂ＆Ｇ海洋センターの町民広場、それからテニスコート、行うわけですけれど

も、それの起債でございます。 

 ということで、本年度予算で６６億５，９４７万２，０００円で、比較で１８億

４５４万４，０００円の増となっております。 

 続きまして６ページをお願いしたいと思います。 

 まず款の１の議会費でございます。本年度７，４９１万９，０００円ということ

で、比較で１７８万５，０００円の増でございます。 

 続きまして２の総務費です。１の総務管理費。４億７，２９３万６，０００円。

比較で１億９，９１０万９，０００円の減ということになっております。この主な

理由ですけれども、電算の委託、それからシステムの使用料等につきまして、統計

上、それから事務の配分上ふさわしくないということで、総務課が一括で持ってい

たわけですけれども、これを各課に振り分けたということがございます。 

 それと、あともう１つ、一番下にいっていただきまして、これも何回かご説明し

ておりますけれども、地域総合整備事業の貸付金、２億円が減になったということ

で、大幅な減ということでございます。 

 続きまして２の徴税費です。１億４，７２４万８，０００円。比較で６，２３６

万２，０００円の増額でございます。これにつきましても、還付金及び還付加算金

で４，８００万円。前年度と比較いたしまして３，８００万円の増ということでご
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ざいます。これは先ほどの予備費のところでも申し上げたわけですけれども、考え

られるものとそれから予納されたものとで、予備費の方は実際に予備費に取ってお

かないと、還付をしろよというものが来たときに、今度は加算金が付いてしまうと

いうことでございまして、こちらの方と、それから予備費の方と、両方分が還付が

考えられるということで、去年に比べて大幅な増加になっております。 

 それから３の戸籍住民基本台帳。３，６３４万４，０００円。比較で５２３万

１，０００円の増でございます。これにつきましては、電算関係の増でございます。 

 ４の選挙費。本年度予算額で１，７９６万２，０００円。比較で１，６５６万

８，０００円ということで、衆議院議員選挙、それから町の議会議員選挙がござい

ますので、この分が増えているということでございます。 

 ５の統計調査費です。２８０万８，０００円で、比較で２２４万８，０００円。

２１年度につきましては、農林業センサス、それから全国消費実態調査の大きな統

計２つございますので、これの増によるものでございます。 

 ６の監査委員費ですけれども、ほぼ同額でございます。 

 ６の民生費。１の社会福祉費。本年度予算額で６億１，９１２万９，０００円。

比較で２，６５１万２，０００円の減でございます。これの主な理由ですけれども、

ずっと下の方へいっていただきまして、下から３行目のところで、老人特会への繰

出金が７８万９，０００円で、９２３万５，０００円の減、それから介護特会への

繰出金が１億２，８３０万６，０００円ということで、６３０万７，０００円の減

ということでございます。 

 続きまして２の児童福祉費。今年度予算額で４億６，２７３万６，０００円でご

ざいます。比較で４４０万１，０００円の増。これにつきましては、子育て応援金

ということで、これにつきまして３歳になった子どもに対しまして２万円というこ

とでございまして、これが３４０万円の増というものでございます。 

 続きまして３の災害復旧費でございまして、これは前年度と同じでございます。 

 次の７ページをお願いいたします。 

 ４の衛生費。１の保健衛生費。本年度予算１億３，６９０万円。比較で１，４６６

万８，０００円の増でございます。一番大きな理由は、下の方へいっていただきま

して、一般職の人事管理経費３，３４０万円で、１，５９０万２，０００円の増と

いうことで、いままで特別会計でもっておりました人件費を、一般会計の方にもっ
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てきたというものでございます。 

 続きまして２の清掃費でございます。本年度予算額で２億５，７７３万３，０００

円。比較で３６６万１，０００円の増ということでございます。一番大きな特徴、

ほぼ同じなんですけれども、一番下のところで浅麓環境施設組合への負担金という

ことで、これが１億６６９万８，０００円で１，１４４万５，０００円の増という

ことになっております。 

 ５の労働費については、ほぼ同額でございます。 

 ６の農林水産費。１の農業費。本年度予算額で６，３０７万６，０００円です。

比較で３４７万７，０００円の増ということです。主なものですけれども、上から

４行目で、肥料高騰対策補助金ということで、これが２１０万円増ということにな

っております。 

 それから２の林業費。本年度予算で９２４万９，０００円。比較で４１７万

６，０００円の減ということでございます。 

 続きまして３の農地費です。本年度予算額で１億５，４４４万５，０００円。比

較で２，４９６万９，０００円の増ということになっております。これの主なもの

ですけれども、一番上の草越の畑総の負担金、これにつきまして２，３７５万円。

１，１８７万５，０００円の減。前年比較減でございます。 

 まちづくり交付金事業が始まりますので、これにつきましては、下から３行目で、

まちづくり交付金事業ということで、これが３，９５６万７，０００円の増という

ことになっております。 

 ７の商工費です。本年度予算額８，１１０万５，０００円。比較で４５１万

６，０００円の増でございます。主な理由は、工業振興奨励補助４，１７９万

７，０００円。７９１万２，０００円の増になっております。 

 ８の土木費。１の土木管理費。本年度予算で３，４７５万円。比較で２５７万

３，０００円の増ということで、ほぼ前年と同様でございます。 

 ２の道路橋梁費。本年度予算で５億４，４５７万８，０００円。比較で４億

４，１６０万６，０００円の増ということでございまして、これも先ほどから再三

ご説明申し上げておりますけれども、まちづくり交付金事業ということで４億

４，９７５万１，０００円の増でございます。 

 続きまして河川費。３０９万３，０００円で、比較で２６６万４，０００円の増
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ということで、河川台帳の保守管理の委託ということで２００万円の増になってお

ります。 

 それでは次のページをお願いをいたします。 

 ４の都市計画費。本年度予算額で３億１，０１１万２，０００円。比較で５，０８１

万９，０００円の増でございます。主な理由ですけれども、下水道特別会計への繰

出金が２億７，３０９万円。４，３９９万６，０００円の増ということになってお

りまして、下水道の元利償還金が増えてきているのがもっとも大きな理由でござい

ます。それに比べまして負担金、それから使用料等が追いついてはいないという状

況でございます。 

 ５の住宅費。本年度予算額１，３６２万３，０００円。比較で１４７万９，０００

円の減ということで、ほぼ同額でございます。 

 ９の消防費です。本年度予算、２億６，４７８万４，０００円。比較で１２７万

９，０００円の減でございまして、ほぼ同額でございます。 

 １０の教育費。１の教育総務費。本年度予算で１０億９，３６７万２，０００円。

比較で９億６，３４１万１，０００円の増でございます。もっとも大きな理由です

けれども、中学校の建設事業費ということで１０億２，４９６万５，０００円。前

年と比較いたしまして９億６，７６５万１，０００円の増ということでございます。 

 ２の小学校費。本年度予算額１億５，０７５万８，０００円。比較で１，１３５

万円の増ということでございます。これにつきましては、主な理由ですけれども、

まず北小学校の校舎棟の耐震補強工事、これが１，６９５万８，０００円で、４１８

万５，０００円。それから下の方へいっていただきまして、南小学校校舎棟耐震補

強工事、３，３０５万４，０００円で２，０２８万１，０００円ということで、２０

年度では体育館を実施いたしました。２１年度で校舎棟を南・北小学校行うという

ことで、その分が増えているということでございます。 

 ３の中学校費。６，８９９万円。比較で１億５７１万２，０００円の減でござい

ます。これにつきましては、中学校の建て替え基金ということで、建て替え基金、

２０年度まで１億円ずつということ、それから利子合わせて積んできたわけですけ

れども、これが２１年度から建て替えが始まりますので、基金の積立は行わないと

いうことでございまして、これが１億１０万円の減ということでございます。 

 続きまして４の社会教育費。本年度予算額で１億３，５２７万２，０００円。比
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較で４７９万８，０００円の減でございまして、ほぼ同額でございます。 

 ５の保健体育費。本年度予算額７，９６９万６，０００円。比較で３，７６２万

３，０００円の増ということでございます。主な理由ですけれども、社会体育施設

の利用増進工事、これが３，２５７万１，０００円の増ということで、これも先ほ

どご説明いたしましたけれども、テニスコートの改修と、それから町民広場の芝生

化という事業でございます。 

 １１の災害復旧費でございます。これはご覧のとおりでございます。 

 それから１１の公債費でございます。本年度予算額で１３億２，９２１万９，０００

円。比較で４億５，０９６万８，０００円の増でございます。これにつきましては、

元金で１２億２，６１１万３，０００円。４億６，１９８万１，０００円の増。う

ち繰上償還分ということで４億５，３８７万円ということでございます。利子につ

いては書いてあるとおりでございます。 

 続きまして１３の諸支出金。普通財産の取得費。これは前年と同額でございます。 

 １４の予備費。本年度予算額で９，０１９万円ということでございまして、前年

と比較いたしまして４，５５０万４，０００円。それについては、先ほどから説明

しているとおりでございます。 

 申しわけございませんけれども、もう一度予算書の今度は９ページに戻っていた

だきたいと思います。 

 第２表債務負担行為。事項、それから期間、限度額ということです。御代田中学

校建設管理委託業務。平成２２年度から２３年度。限度額２，４００万円。御代田

中学校建設事業。期間、平成２２年度。限度額１５億３００万円ということで、中

学校のいわゆる建設事業につきましては、複年施行になりますので、今回、債務負

担行為でご議決をいただきたいということで、ここに計上をさせていただいてあり

ます。 

 続きまして、次の１０ページをお願いいたします。 

 第３表地方債。起債の目的、限度額、それから起債の方法、利率、それから償還

の方法でございます。 

 まず、まちづくり交付金事業ということで、３億９，９７０万円。それから消防

施設整備事業（一般財源化分）ということで、これは消防の積載車１台分ですけれ

ども、２３０万円。それから南・北小学校の耐震の補強事業で１，１４０万円。そ
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れから中学校の建設事業で４億４，９１０万円。それから地域活性化事業というこ

とで、社会体育施設の利用増進工事、テニスコートの改修と町民広場の芝工事とい

うことで、これが２，６６０万円。それから臨時財政対策債。これが２億６，２９０

万円で、合計で１１億５，２００万円でございます。 

 起債の方法ですけれども、証書借入または証券発行による。利率については年

４％以内。それから償還の方法については記載がされているとおりでございます。 

 ２１年度の当初予算につきましては、以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 昼食のため、休憩といたします。 

 午後は１時半より再開いたします。 

（午後１２時０１分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 朝倉議員。 

（９番 朝倉謙一君 登壇） 

〇９番（朝倉謙一君） ９番、朝倉です。 

 ２点ほどお聞きをしたいと思います。 

 ページ数にしまして６６ページ、まず。児童福祉費の中の子育て応援金の関係で

ございます。それと１４１ページ、体育施設費１５００に社会体育施設利用増進工

事の件の２点をちょっとお聞きしたいと思います。 

 まず、児童子育て応援金なんですけれども、先ほどの説明ですと、なぜ３歳、３

歳という説明がありましたけれども、なぜ３歳にしたのか、その理由をお聞きした

いと思います。 

 それと体育施設に関しては、なぜこの大不況の中、テニスコートの改修工事をや

るのかという形でございます。役場の職員の方々からも、またテニス部に入ってい

る方々からも、なぜこの時期にやらなければいけないんだという話を聞いておりま



３８ 

す。その点、２点お聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 小平町民課長。 

（町民課長 小平嘉之君 登壇） 

〇町民課長（小平嘉之君） お答えします。 

 それでは私の方から、町の子育て応援金についての質問に対して、支給対象をな

ぜ３歳としたという理由でございますが、２点ございます。子育てへの生活を支援

する観点から、一般的に３歳になりますと幼稚園や保育園に入園する年齢になると

いうことで、そのための準備の資金としてと、それといま１点でございますが、３

歳になりますと、児童手当の支給額が第一子、第二子についてでございますが、月

１万円から５，０００円に減額になるというような事情がございます。制度上の事

情でございますが、そこを少しでも補うためということで、３歳という年齢にいた

しました。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 荻原教育次長。 

（教育次長 荻原眞一君 登壇） 

〇教育次長（荻原眞一君） それではお答え申し上げます。 

 まず、社会体育施設利用増進工事ということでは、Ｂ＆Ｇ海洋センター内の町営

テニスコートの改修と、町民広場の芝生化を計画しております。これらの工事を実

施することによりまして、施設の機能及び安全性を向上させ、その利用者の皆さん

の健康面にも配慮した施設とすることによりまして、その利用増進を図りたいと考

えております。 

 とりわけ、テニスコートの改修工事につきましては、平成１９年１２月の町議会

定例会における笹沢議員の一般質問を受けまして、施設の老朽化が原因による利用

者の怪我など発生しないよう、その安全性と利便性の向上を図る観点から、平成２１

年度において実施することとしたものであります。 

 施設の整備経過等を申し上げますと、海洋センターのテニスコートは雨上がりで

もすぐに使用できる全天候型の４面を備えたハードコートとして、昭和５８年１１

月に開設しました。本年１１月で２６年が経過します。この間、管理面では、平成

７年にコート表面のトップコートを塗り直す等の改修を行うなど、利用者のニーズ

にこたえてきましたが、改修後１３年が経過し、トップコート面の磨耗による水た

まりやネットポスト周辺部の亀裂など、年々損傷が激しくなっています。 
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 一方、利用状況を見ますと、この２５年間で約１３万１，０００人利用されてお

ります。年間平均に換算しますと、毎年約５，２００人の皆さんが施設を利用され

ていることになります。近年における利用者数は、１５年度に年間平均を大きく下

回る３，７００人まで減少しましたが、１８年度には５，３７３人、１９年度は新

たに硬式テニスのスポーツ少年団が結成されたこともありまして、６，５５８人に

達し、２０年度もこの２月末現在で６，８００人を超え、昨年３月の利用実績によ

る３９０人を超えますと年間利用者数が昭和５８年の施設開設以来もっとも多い、

７，２００人に達する見込みであります。 

 このように、利用者が増加している中にあって、現在は雨上がりでもすぐに利用

ができ、管理面においても、樹脂系トップコートの塗り直しにより機能回復ができ

るなど、ランニングコストを抑えられる利点があるものの、十分なクッション性が

確保できないため、硬式テニスでもいえることですが、特に軟式テニスの場合は、

足腰にかかる負担が大きいといったスポーツ医学上の問題もあります。先ほど申し

上げたとおり、スポーツ少年団でも新たに硬式テニス部の団が結成され、９０名の

児童生徒の皆さんが施設を利用しています。また、児童生徒以外の利用者は、中高

年の皆さんが中心を占めている状況にあります。発達段階にある子どもたちや、中

高年の皆さんの足腰に与える影響を考えますと、早期に施設改修を行わなければな

らないと判断いたしまして、平成２１年度の事業として実施計画に上げ、認められ

ましたので、今回、当初予算に計上させていただいたものであります。 

 改修計画の概要につきましては、ネットポストの交換、その周辺部の亀裂補修、

コート面のレベル調整等を行いまして、現状のコート面に人工芝を張るという、で

きる限り費用のかからない方法により、実施する予定であります。しかしながら、

利用者の皆さんの中には、現在の全天候型のテニスコートを望んでいる声も多くあ

ります。こうした意見を取り入れる場合は、コートの表面をクッション性の高いラ

バーコートとする必要があります。いずれにいたしましても、改修工事を予定して

おりますシーズンオフまでには、時間がありますので、利用者の皆さん始め社会体

育団体関係者のご意見を更にお聞きする中で、予算の範囲内において、安全面、利

用面、維持管理面とも現状にもっとも適した方法により実施していきたいと考えて

おります。 

 利用増進工事ということで予定しておりますので、それと併せて行う町民広場の
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芝生化工事についても、ついでにお答え申し上げておきます。 

 町民広場は、昭和５６年に、面積５，５００平米の多目的広場として整備を行い、

主にスポーツ少年団のサッカー練習のほか、町内企業の運動会等の会場としても利

用されております。今回、芝生化することによりまして、スポーツ少年団での利用

はもちろんのこと、保育園、幼稚園等の未就学児を始め、児童館や小学校の屋外活

動、また中学校の部活動、中高年層や高齢者を対象とした健康増進事業など、屋外

活動の拠点とすることによりまして、安全性や利便性の高い施設として有効利用が

図られると考えております。 

 平成２１年度は中学校の建て替え工事が始まり、校庭の使用ができなくなります。

そのため、その代替施設として町民広場を利用することもありますし、スポーツ少

年団での利用を考えた場合に、全面的な利用停止期間を長く設定することはできま

せん。ですから、平成２１年度には全体面積の半分である２，７５０平米に天然芝

を張り、残りの２，７５０平米は２２年度に実施する計画としております。 

 なお、起債事業として行う予定でいるのですが、２１年度の芝生化事業につきま

しては、スポーツ振興くじ助成金の候補要望をしており、審査委員会において採択

された場合は、事業費の８０％が助成されることになっております。 

 以上、申し上げましたとおり、町民広場の芝生化については、２年間の期間を要

しますが、テニスコートの改修と一体的に実施することによりまして、社会体育施

設の利便性や安全性を向上させ、その利用増進を図る中で、健康なまちづくりを推

進していくものであります。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） まあ芝生の方まで説明していただきましたけれども、本当にあそ

この町民広場は芝生化するということは、私も非常にいいことだなというふうに思

っております。しかし、なぜここでテニスコートを改修しなくちゃいけないのか。

先ほど、企画課長の方から説明で、今年は２３年度が償還のピークに入るというこ

とで、４億５，０００万円ほど繰上償還するという説明がありました。そうした中

で、なぜここで新たに借金をしなければいけないのか、２，６６０万円の借金をし

なくちゃいけないのか。これだけの１００年に一度の大不況の中で、もう少し先に

行ってもいいんじゃないのかなというふうに、この件に関しては思うんですね。な

ぜ先ほどの説明ありましたけれども、なぜ今なのか。なぜ今年なのか。来年、再来
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年あたり、１年、この大不況の中、１年待ってもいいんじゃないのかなと。 

 私も昨日見てきました。やはり非常にひびとかそういうの入っています。ちょっ

と担当者にお聞きしますと、直せば３００万円ぐらいで直るというような話も聞い

ております。今度新しいのにしますと、冬はできないと。雪かきできないというよ

うな話を聞いております。いまですと、雪降ってもやめば１時間ぐらいですぐでき

るというような話を聞いております。なぜいまここで新たに借金をしてまでつくら

なくちゃいけないのか、その点をお聞きしたいなというふうに思います。 

 それと、応援金の方なんですけれども、３歳の説明ありました。しかし、もしこ

の２万円出してくれるって、非常に私はいいことだなというふうに思いますけれど

も、もし２万円出していただくんだったら、出産祝い金に上乗せして、２万円、そ

れともやはり小学校へ上がる、保育園へ上がるよりは小学校に上がる方のがお金は

かかります。ですので、ランドセル代の補助金とか、そういうような名目で出した

方がいいんじゃないのかなと。なぜ３歳にこだわるのかなというふうに思います。

そこら辺お聞きします。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えをさせていただきます。 

 この子育て応援金をなぜ３歳にするのかというのは、この議論の出発点がそもそ

も保育料の値下げをどのようにするのかという議論の中から、それが保育料だけで

すと、保育園だけの値下げになってしまうので、幼稚園やあるいは家庭で保育して

いる人たちに平等にその恩恵が行かないということから、保育料の軽減に見合う分

としてこの事業を考えたということがありますので、この保育に対する支援という

ことから、３歳と。保育園に入園する３歳ということの考え方であります。 

 いま、朝倉議員からの提案がありました、例えば小学校入学のときにとか、そう

いう点については、それとはまた別に考える必要があるのかなと、このように感じ

ております。 

 もう１つ、海洋センターのテニスコートの点ですけれども、海洋センターの施設

自体が、もうかなり建ててから２５年を過ぎているんでしょうか、いろいろなとこ

ろがだんだん傷んできて、体育館なども傷んできている状況にあります。そうした

中で、これは計画的に改修をしていかないと、一遍にということにはやはりなかな



４２ 

か難しいですので、計画的に確実にやっていこうということであります。それで、

次長の方からも説明がありましたように、これについては議会一般質問で質問があ

りまして、そこで早期にそれはやらなきゃいけないことだということで、実施計画

に上げて、実施していきたいという答弁をして、それに基づいて実施計画に上げま

して、今年実施するということです。 

 今回、この芝生化、人工芝にするということで考えてみますと、海洋センターの

テニスコートを２６年前につくるというときには、その当時でいいますと、私の認

識では、全天候型のいまのハードコートにするか、それか従来の砂のコートという

ことの、クレーというんですか、申しわけありません、なかなかスポーツというの

は野球をやっている人はテニスのことはよくわからなくて、テニスをやっている人

は野球のことがわからないというのがいろいろあって、私もそのテニスコートのひ

び割れがどの程度の影響があるというのがわかりませんので、そのクレーというの

で、それでしかし、近年、テニスコートについては、例えば軽井沢でも人工芝が導

入されていますし、佐久市にもあったり、最近聞きますところによれば、近くの自

治体でも人工芝のテニスコートをつくる計画を始めているというようなことで、や

はり流れとしては人工芝かなと。これからのことを考えますと、確かにスポーツ少

年団が増えて利用が増えるということもありますが、いよいよ団塊の世代の退職と

いうことで、こうした方々にこのテニスコートを利用していただいて、健康の増進

をやっていただくという点では、やはり足腰にダメージのない、この施設が、将来

的に考えた場合に、やはりいまやった方がいいのではないかということでありまし

て、いずれにしてもこの問題については、当然、民宿・旅館組合からも歓迎される

というふうに思っておりますので、いずれにしてもこの計画は、何か急に出てきた

ことではありませんで、町としてはいろいろな施設の改修を計画的に実施していき

たいということであります。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） まあ計画的に体育施設関係を修理なりいろいろな方やっていきた

いという説明だったんですけれども、まあ私から思うと、テニスコートよりはもっ

と先にやらなくちゃいけないのがいっぱいあるんじゃないかなというふうには思

っているところでございます。ま、確かにテニスコートやっていただくのは、非常

に私もスポーツマンですので、非常にうれしいと思います。ただ、やはり、町民の
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人たちからお話聞きますと、いまじゃないだろうという話が私の方にも来ています。

ですので、計画的にやっていくという話ですので、まあいずれにしても約３，０００

万円近くかかるというお話を聞いております。できる限り安く、半分、先ほどの話

ですと、次長の話ですと、怪我とかそういうのも心配だという話がありますけれど

も、年寄りの人たちのことを考えるということになると、まあ４面全部しなくても、

２面はそういうものにして、２面はいままでどおりというような形もいいんじゃな

いかなというふうに思います。 

 それと、この件に関して、非常に私たちが、議員が知らないうちに、町民の人た

ちがもう知っているんですね。ですから、私、聞かれて、「えっ？ 」というよう

な感じなんですね。ですので、こういうことはやはり、何というんですかね、町民

の人たちに一人歩きしないような、そういう体制を、町長、行政の方でとっていた

だければなというふうに思いますし、また、応援金の関係なんですけれども、入学

の関係も考えると、町長、言われましたけれども、いずれにしましても、非常に御

代田町、町長が言うように子どもも増えていますし、そういった面で子育ての関係

はどしどしいろいろなものを考えていただいて、やっていっていただければなとい

うふうに思います。 

 終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある人、挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 私は、４点ほど、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 まず１点目でありますけれども、３９ページになります。町長の招集あいさつに

もございました。今回、緊急経済対策でもこの防犯灯ですけど、新しくといいます

か、蛍光灯、２０ワットの蛍光灯などをインバータ方式、ちょっと明るいものにか

えるというようなことで、町もだんだん安心・安全なまちづくりへ具体的な施策と

して始まって、とても歓迎するところでありますし、町長の説明では２分の１の補

助というこの電気料ですね、３９ページの防犯灯の補助金でありますけれども、電

気代の区に対する２分の１補助と言いましたけれども、ちょっとその具体的な内容

と、これが単年度事業なのか、今後も継続して続けられていくものなのか。 
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 それと、ページ４７ページになります。４７ページのタクシー借り上げ料。これ

は昨年から始まりました７５歳以上の方の高齢者へのタクシー券の補助というこ

とで、交通弱者というか、自分では外出できないという人への支援ということで、

途中経過では大分利用されていて、好評だということもお伺いして、また更に今年

度も続けていくということですが、この実績というか、どの程度利用が出てきて成

果がどの程度上がってきているのか、その点について。 

 また、５８ページなんですけれども、これに関連して、１２月議会で部分でも答

えていらっしゃったと思うんですけど、福祉タクシー、障害者の方とかをこのタク

シー借り上げ料の補助金ですね、それに対して拡大していくということを新年度で

考えていくというような話もありましたが、今回、この５８ページに載っておりま

すタクシー借り上げ料で１２０万円。障害者といえども、本当にたくさんの範囲と

いうかあるわけですので、対象者がどの程度なのか、どの程度の人数として、で、

内容もまったく、先ほどのそのタクシー借り上げ料と同じ１回６００円の自己負担

で１，５００円まで乗れるとか、そういう内容と同じなのか、その点について。そ

れでお願いします。 

〇議長（内堀千恵子君） 古越総務課長。 

（総務課長 古越敏男君 登壇） 

〇総務課長（古越敏男君） お答えいたします。 

 この防犯灯補助金については、２１年度の新規事業でございます。昨年、区長会

からの要望等に基づきまして、各区の防犯灯の電気代を調査いたしました。その額

がおおよそ４００万円強でございます。各地区が管理する防犯灯の電気代を、御代

田町の補助要綱に基づき２分の１以内、また予算に計上した２００万円の範囲で補

助するものでございます。この事業は継続をしていきたいと思っております。以上

です。 

〇議長（内堀千恵子君） 内堀企画財政課長。 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） お答えをいたします。 

 タクシー券ですけれども、タクシー券の実績につきましては、１月現在で１６７

人の方が２，５９２枚購入しております。申請者の平均年齢は８１．５歳で、１人

当たりの購入枚数は１５．５枚。１人当たりの利用枚数は１１．１枚となっており

ます。 
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 タクシー券の売り上げ収入は１５５万５，２００円で、タクシー会社に支払った

総額は約２３９万円となっております。ごく単純にこれを差し引きをいたしますと、

８３万円ほどの補助が町から出ているということになります。そして、これに対す

る成果ですけれども、対象者約１，６００人に対しまして、利用者は１割強の１６７

人であることから、真に必要な皆さんがこの制度を利用していただいているという

ことで、一定の成果は上がっているというふうに認識をしております。 

 それと、制度が始まってから１年が経過し、現在、さまざまな分析を行っており

ますけれども、２１年度につきましては年間の利用枚数を、現在２４枚なんですけ

れども、３０枚に引き上げたいということで、今回予算をお願いしております。 

 それから対象年齢の引き上げ等につきましては、もう少し、数年、利用状況等を

よく分析をいたしまして、その中で見極めていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いをしたいと思います。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 福祉タクシーの借り上げ料の関係でございますけれども、障害者福祉タクシー利

用助成事業ということで、平成２１年から実施をしてまいるということでございま

す。内容といたしましては、タクシー利用助成事業に準じまして、７５歳未満で重

度の障害をお持ちの方を対象に考えてございます。内容といたしましては、７５歳

未満で身体障害者手帳１級、２級、１級の方が６９名、２級が３１名、１００名と、

それから療育手帳のＡをお持ちの方１３名、精神保健福祉手帳１級をお持ちの１９

名、計１３２名が対象となる見込みでございます。これは２月末現在の数字であり

ます。 

 利用の状況につきましては、運行は御代田町内のみ、６００円で利用券を購入い

ただいて、１，５００円まで利用できるというのも同じでございます。 

 今回始める年なものですから、１年間に２４枚を上限という形で今回ご提案をさ

せていただいております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 是非先ほどの防犯灯については、区長会からの強い要望だと、

私もこれ自身は本当に感じていた部分で、なかなかその区と区の間といいますと、
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なかなかその新設しても、電気料がずっとかかってしまうという中で、なかなかそ

の設置ができにくいというこのやはり電気料を支払うという分では、区の負担が多

いということで、かなりネックになっていた部分があるので、ここで半分の補助と

いうのは、本当に区にとっても強い、今後、設置を新たにしていくといううえでも、

町がここを持つということは、とてもこれから推進されていくのではないかなとい

うふうに思うところです。 

 タクシー券も２４枚からかなり利用者が多いということで、２４から３０枚にな

るということは、とても評価すべきだと思うんですが、先ほども言ったように、や

はり７０歳に引き下げてほしいという中で、いまもう企画財政課長の方がお答えし

ましたけど、もう利用者を見ながら、今後はその年齢を７０歳とか、まあ考えてい

くというお話もありましたけれども、是非ともやはり１，６００人のうちの大体本

当に必要といいますか、利用したいというのは１割ということですので、それを７０

歳に引き下げたとしても、さほどそんなには町の支出が８３万円ということですか

ら、それを引き下げてもそんなに大きな額にはならないのではないかという中で、

是非今後もその７０歳への引き下げというのを考えていただきたいなというのも

あります。 

 先ほどちょっと、妊婦健診が町長のあいさつでもう１４回やるというふうに、今

年度実施していくということを言われました。そうすると、これというのは、いま

までの妊婦さんの人は５回まで、去年５回まで引き上げられましたよね。その人た

ちは、その１４回に今度４月から実施、いま妊娠した方も受けられるという説明で

したけれども、そうすると、もうその人たちももう１４回というところでは受けら

れて、何かこう、申請というのをしなければならないのでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 現在、４月からの実施に向けて既に準備に入ってございます。現在妊娠中の方も

当然適用になりますので、母子手帳をもらいに来られた際に、通常の５回分の受診

券を既に差し上げてございます。それぞれその周期、要するに第何週であるととい

うような状況がもう違ってきていますから、その周期ごとに残りの受診回数を、１４

回、ですからこれから先１４回受けていただくということではなくて、４月以降で

それぞれの周期に割り振った状況での回数が増えていくというふうに考えていま
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す。それで３月下旬にはそれぞれの、広報も一応３月２５日号に掲載を予定してお

りますけれども、該当される方々にはダイレクトメールでお知らせいただいて、古

い方の使っていない受診券と引き換えに、新しい回数の増えた受診券をお渡しする

という方向で現在作業中であります。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） はい、終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、挙手を願います。 

 武井 武議員。 

（３番 武井 武君 登壇） 

〇３番（武井 武君） ３番、武井であります。 

 少々お聞きしたいわけでございますけれども、忘れないうちに、朝倉議員の関連

で、詳しいことは私の一般質問の中で、町政、町長の政策の中で聞いてまいりたい

と思うわけでございますけれども、朝倉議員おっしゃったとおり、なぜ３歳児か、

これは一般質問で聞きますから結構です。この３歳児にやる子育て応援金、これは

２１年度単年度だけなのか、あるいは継続なのか、あるいは町長が公約をした保育

料値下げのためにやる、町長の任期中だけの事業なのか、お聞きをしたいと思いま

す。 

 それから、テニスコートの件でございますけれども、町長も実施計画に上がって

きちんと計画どおり施設改良を計画をしている実施計画の中で実施をするという

ことでございますけれども、この実施計画のローリング、３年ごとにローリング、

１年ごとにローリング、３年間の計画を立て、１年ごとにローリングをしていくわ

けなんですよね。そういうふうに私は理解をしているわけですけれども、このテニ

スコートの改修は一番最初実施計画に上がったのは何年なのか、お聞きをしてまい

りたいと思います。 

 それと、予算書の２０ページでございますけれども、衛生費負担金、本年度０、

前年度２２３万円が載っているわけなんです。これは事業を中止をしたのか、ある

いは負担金を取らずに公費負担ですべてを行うようにしたのか、あるいはどういう

方向でこの０になったのか、お聞きをしたいと思います。 

 それから予算書の４９ページ、町税還付金及び還付加算金。４，８００万円予算

に組み、予備費において同じぐらいの４，０００何百万円でしたか、４，５００万
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円ぐらいを還付金に留保したいという話でございました。これがいま現在、現在お

およそ予測される予納、予納金といいますか、予定納税といいますか、町に納めら

れているお金が、税金がどのくらいの額あるのか、お聞かせください。 

〇議長（内堀千恵子君） 小平町民課長。 

〇町民課長（小平嘉之君） お答えします。 

 子育て応援金の何年までやるかということなんですが、いま要綱を作成した中で

は、町長の在任期間の平成２２年度、つまり平成２３年３月３１日ということで、

２年間ということで要綱は作成いたしました。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 荻原教育次長。 

〇教育次長（荻原眞一君） 実施計画に上げた年度ということですよね。 

〇３番（武井 武君） そうです。 

〇教育次長（荻原眞一君） 先ほどの朝倉議員にもお答えしたとおり、笹沢議員から質問

いただいたのが１９年ですから、当然それから間に合う範囲の中の２０年度で上げ

たということでございます。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 予算書２０ページの衛生費負担金が、本年度の計上額が

０であるということについてのお問い合わせでございますけれども、これは集団検

診で個々にご負担をいただいていたお金でございます。胃検診、子宮がん、マンモ

グラフィー、前立腺がん、かっ痰検査等々でございますけれども、これにつきまし

ては、事務効率を向上させる、要するに事務を簡素化していくうえから、２１年度

からは、同額の個人負担を検診期間に直接収納していただくと。で、契約した委託

料から個人負担金を控除した額を検診業者と、検診機関と決済をするということで、

予算の計上はございません。以上でございます。運営していく、検診自体の状況は

変わってございません。ですから、歳出の方でも検診委託料はその分削ってござい

ますけれども、検診率を上げていって多くの方に検診していただきたいということ

で、受診される方も増えてきておりますので、その落ち込み方は、要するに歳出の

方の落ち込み方は少なくなっております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 清水税務課長。 

（税務課長 清水成信君 登壇） 

〇税務課長（清水成信君） それではお答えをいたします。 
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 先ほど、法人税の関係で、平成２０年度の予定納税額はどのくらいかということ

でありますが、現状で見ていく中で、９，７７０万円ほどになろうかと思います。

それで、この中には均等割も含めてありますけれども。 

 それで、少し申し上げますが、町内大手企業、ミネベア、シチズンファインテッ

クみよた、それからシチズンマシナリー、３社で約７，３００万円ほどになります。

それで２１年度予算の関係で、税務課での予算の中で還付、４，８００万円ほど計

上させていただいてあります。通常の例年のほかの税を含めた還付、約５００万円

ぐらい見てあります。それから残り４，３００万円については、１つはミネベア㈱

の方で租税条約によるところの税額控除対象という中で、その還付で３，０００万

円ほど発生することがほぼ確実になっております。それから残り１，３００万円ぐ

らいがその他の部分を含めた中での予定納税に対する還付を見込んだところであ

ります。 

 それから、この最悪の景気悪化という中で、実際にはこの５月６月に確定申告が

出てきますので、あくまでも想定の中での見込みでやってあるんですが、最悪を想

定しますと、やはり大手企業等を含めた中で還付が４，８００万円ぐらい、最悪の

状態で出てくるのではないかという想定の中で、ある程度予備費の方でも見ておい

ていただきたいということで載せさせていただきました。 

 また、実際の還付、確定申告に伴って額が確定してからの対応でもいいんですけ

れども、そうしますと、その後で補正予算等をお願いしていく中で、還付加算金等

も出てきますので、あらかじめこの状況を想定した中で予備費の方でも見させてい

ただいたということであります。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） 先ほど、市村議員に、質疑じゃないよ、質問だよと言って申し上

げましたけれども、一般質問の中でその３年間のローリングをお聞きをしてまいり

たいと思いますので、ご準備をいただきたいと思います。というのは、いろいろな

体育施設、いろいろな中で施設改良を要望をされて、３年間の中でローリングをし

てきていると思うんです。どういう理由でどういうものを落とし、なぜこのテニス

コートをいま朝倉議員じゃございませんけれども、この財政非常に厳しい、１００

年に一度の大不況の中で、これを実施しなければならないか、これも町長と少々議

論をしてまいりたいと、このように思います。終わります。 



５０ 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１５ 議案第１２号 平成２１年度御代田町御代田財産区 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１５ 議案第１２号 平成２１年度御代田町御代田財産

区特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） それでは議案書の２９ページをお願いいたします。 

 議案第１２号 平成２１年度御代田町御代田財産区特別会計予算案についてご

説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の御代田財産区特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ１，２９８

万３，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 平成２１年２月１８日同意ということで、御代田財産区管理会会長、尾台昭雄と

いうことで、管理会で同意を得ております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入。款、項。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入。本年度の予算額で７７８万円です。内容

は、土地の貸付料で７２０万円、それから財調の利子で５８万円です。 

 それから項２、財産売り払い収入で１，０００円ということで、科目設定でござ

います。 
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 款２、繰入金。項１、基金繰入金。５２０万円。これにつきましては、財政調整

基金の繰入でございます。 

 款３、繰越金。項１、繰越金。予算額１，０００円。科目の設定でございます。 

 款４、諸収入。項１、雑入。予算額１，０００円。科目の設定でございます。 

 歳入合計で１，２９８万３，０００円でございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。本年度の予算額で１２８万円でございます。

財産管理経費で１，２２０万円、それから財調基金で財政調整基金の積立金で６０

万円。前年度比で９０万円の増加ということになっておりますけれども、これにつ

きましては、財産区有地の管理委託料ですけれども、これが８０万円、１区当たり

１０万円ずつ増加ということで増えております。 

 款２、予備費。項１、予備費。本年度の予算額１８万３，０００円でございます。

この１８万３，０００円で歳入歳出を調整をさせていただきまして、歳出合計で

１，２９８万３，０００円でございます。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１６ 議案第１３号 平成２１年度御代田町小沼地区財産管理 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１６ 議案第１３号 平成２１年度御代田町小沼地区財

産管理特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の３０ページをお願いいたします。 

 議案第１３号 平成２１年度御代田町小沼地区財産管理特別会計予算案につい
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て、ご説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の小沼地区財産管理特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ３６０

万６，０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 平成２１年２月１８日同意。小沼地区財産管理委員会委員長、金澤正ということ

で、２月１８日の日に同意をいただいております。 

 次のページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算。歳入。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入。４０万３，０００円です。主なものです

けれども、財政調整基金の利子の４０万円、それから土地の貸付料の３，０００円

でございます。 

 項２、財産売り払い収入。１，０００円。科目の設定でございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。３２０万円。これは財政調整基金の繰入金で

ございます。 

 それから款３、繰越金。項１、繰越金。予算額１，０００円。科目の設定でござ

います。 

 款４、諸収入。項２、雑入。予算額１，０００円。これも科目の設定でございま

す。 

 歳入合計で３６０万６，０００円です。 

 次のページ、３ページをお願いいたします。歳出。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。本年度予算額３４８万１，０００円。財産管

理経費で３０８万１，０００円。それから財政調整基金の積立金で４０万円でござ

います。 

 款２、予備費。項１、予備費。本年度予算額１２万５，０００円でございます。

この１２万５，０００円で歳入歳出を調整させていただきまして、歳出合計で３６０

万６，０００円でございます。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 
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 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１７ 議案第１４号 平成２１年度御代田町国民健康保険事業勘定 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１７ 議案第１４号 平成２１年度御代田町国民健康保

険事業勘定特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の３１ページをお願いいたします。 

 議案第１４号 平成２１年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計予算案に

ついてでございます。 

 ご説明申し上げます。 

 平成２１年度の国保特会の予算は、歳入歳出総額１４億１，８１７万５，０００

円で、対前年で３，２７６万１，０００円、２．４％の増となっております。 

 特徴的な状況を申し上げますと、歳入において国保税の対前年で３，０００万円

近く減少しておりますが、これは前年度当初の見込みが過大であったために生じた

もので、平成２０年度予算についても、今議会に上程いたしまして、補正４号で調

整をさせていただいております。 

 一方、歳出では、近年の実績から高額療養費を多く見込んでおります。これに伴

いまして、共同事業関連の歳入歳出予算が伸びている状況でございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ１４億

１，８１７万５，０００円と定める。 
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 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 （一時借入金）第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時金借

入金の借入の最高額は、３，０００万円と定める。 

 歳出予算の流用については記載のとおりでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算、歳入でございます。 

 款１、国民健康保険税。項１、国民健康保険税。４億２６万１，０００円でござ

います。 

 款２、使用料及び手数料。項１、手数料。２０万円。督促手数料等でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金。３億７４０万４，０００円。 

 項２、国庫補助金。７，７８９万７，０００円でございます。 

 款４、療養給付費交付金。項１、療養給付費交付金。３，７８９万２，０００円

であります。 

 款５、前期高齢者交付金。項１、前期高齢者交付金。１億９，７４６万５，０００

円でございます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金。７９６万９，０００円。 

 項２、県補助金。７，１９８万３，０００円。 

 款８、共同事業交付金。項１、共同事業交付金。１億８，４１８万９，０００円

でございます。 

 款９、財産収入。項１、財産運用収入。１，０００円。これは項目取りでありま

す。 

 款１０、繰入金。項１、他会計繰入金。７，９２１万円でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 項２、基金繰入金でございます。本年度予算額３，２００万円ということであり

ます。 

 款１１、繰越金。項１、繰越金。２，０００万円。 

 款１２、諸収入。項１、延滞金加算金及び過料ということで、１００万１，０００

円を計上いたしました。 

 その下の貸付金元利収入は、本年度の予算計上はございません。 
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 項３、受託事業収入ということで、４０万円。 

 項４、雑入ということで３０万３，０００円を見込みました。 

 歳入合計、１４億１，８１７万５，０００円となります。 

 次に４ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。４５９万３，０００円。 

 項２、徴税費。３９６万３，０００円。 

 項３、運営協議会費。１８万円。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費。７億９，７３１万６，０００円。 

 項２、高額療養費。８，７４１万１，０００円。 

 項３、出産育児一時金。１，３３０万円。 

 項４、葬祭諸費。８０万円。 

 款３、後期高齢者支援金等。項１、後期高齢者支援金等でございますが、１億

９，１２１万３，０００円でございます。 

 款４、前期高齢者納付金等。項１、前期高齢者納付金。２９万５，０００円でご

ざいます。 

 款５、老人保健拠出金。項１、老人保健拠出金。１万５，０００円でございます。 

 款６、介護納付金。項１、介護納付金。７，９１５万３，０００円であります。 

 款７、共同事業拠出金。項１、共同事業拠出金。１億８，４１９万円であります。 

 款８、保健事業。 

 ５ページをお願いします。 

 項１、特定健康診査等事業費で１，０２７万円。 

 項２、保健事業費で７０６万２，０００円。 

 款１０、公債費。項１、公債費。６万円。 

 款１１、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金。１，４５７万７，０００円で

あります。 

 款１２、予備費。項１、予備費。２，３７７万７，０００円。 

 歳出合計が１４億１，８１７万５，０００円。 

 以上でございます。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいた

します。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 
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 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 ３点ほどお聞きいたします。 

 いま、担当課長の説明にもありましたように、今回、国民健康保険税が２，９００

万円ほど減額ということは、前年度の過大、見込みが過大であったということでは

ありますけれども、この２１年度の国保全体の、国保会計の状況はどんな状況なん

でしょうか。 

 それから、滞納者が年々増えているのではないかと思うんですが、この経済状況

の中ではそういう傾向があると思うんですが、その滞納の動向はどういうふうにな

っているのか。 

 また、２点目ですが、２０年度に制度改正になって、退職者医療制度というのが

廃止ということですかね、いままで退職者制度というのがあって、その以前に入っ

ていた社会保険から国保に入ってきた人は、その社会保険の方から拠出金という形

で来ていた部分があったんですが、その制度が廃止されて、今度一般被保険者の方

になっていっちゃうわけですが、この７５歳だったものが６５歳未満に、１０歳引

き下げられて、一般の方に入っていってしまうわけですが、この影響というのは、

国保会計に占めるこの制度改正の影響というのは、どうなのか。また、額がわかり

ましたらということですね、影響額。 

 ３点目ですけれども、本当にこの国保会計は、後期高齢者医療制度が始まって７５

歳以上の人がみんな後期の方に移ってしまった中、今度はこの国保の中での特定健

診の受診率が上がっていかないと、支援金の１割をカットされるか、またはもらえ

るかというところでは、この支援金も昨年度では１億７，０００万円ですか、それ

が今度はもう２１年度では１億９，０００万円。これが年々上がっていけば、本当

にこの特定健診率の動向によっては、大きな金額が減額されるかもらえるかという

ことになるので、町も一生懸命その受診率を上げようとやっていると思うんですが、

今年度の、今年度といいますか、最初に数値目標を立てたわけですけれども、２０

年度の到達で、そして更には今年度は何パーセントを目標にやるのか、その特定健
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診の受診率の数値目標の点についてもお願いします。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 国保会計の状況ということで、国保会計の推移を見てまいりますと、保険給付費

では、平成１５年で５億９，０００万円余から右肩上がりに上昇してまいりまして、

平成２０年度は８億８，０００万円余と見込まれます。これに対して、保険税では

税率改正を平成１６、１２年と、２度行っておりますが、歳出の増大に見合うほど

は税収が伸びておりません。この結果、各年度の単年度収支で黒字となりましたの

は、平成１６年度と１８年度のみであります。１９年度の赤字は２，２００万円余

で、２０年度は赤字額が更に増えるのではないかと見込まれます。２１年度予算で

も基金からの繰入を３，２００万円見込んでおります。２０年度では見込みを大き

く上回ります８，０００万円余の繰越金がございまして、基金からの繰入は行わず

に済みそうな状況でございますけれども、２１年度ではこれほど大きな繰越金は見

込めないことから、引き続き厳しい状況であろうと思います。 

 それから、滞納の状況については、税務課長の方から答えていただきますので、

私の関係の方では退職者医療制度の改正の関係でございますけれども、市村議員お

っしゃったとおり、対象年齢の引き下げによりまして、４月１日現在で退職被保険

者から一般被保険者に移行した方は６１２名でした。退職被保険者の医療費給付に

つきましては、支払基金より療養給付費交付金ということで、これは療養給付費と

療養費と高額療養費の総額から、この退職被保険者の税額相当分を控除した額であ

りますけれども、ですから、かかったものとその対象の人たちから入ってくる税額

の差額を交付を受けてきているんですけれども、一般被保険者に移行したことによ

りまして、国からの３４％に相当する額の療養給付費負担金と、残りの１６％につ

いては、国と県の調整交付金で補助を受けるということになりまして、補助率は下

がりました。これを補てんするために、２０年度から高齢者の医療の確保に関する

法律の改正が行われまして、前々年度の６５歳から７４歳、今回影響の出た方のも

のなんですが、これらの加入者等の実績により、前期高齢者交付金が交付される制

度にかわってきております。しかしながら、今年度におきましては、概算交付でご

ざいまして、２年後に精算を行うということで、実質的な影響額につきましては、

現段階では明確にはできません。 
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 次に、特定健診の関係でございますけれども、平成２０年度の特定健診受診率の

目標は４５％でございます。以後、各年５％ずつ目標値を上げていきまして、２４

年度には６５％を達成させたいという計画でございます。ですから、２１年は５０％、

２２年が５５％というような状況で考えております。 

 ここまでの状況を見てきて、本年度では受診率が４０％を少し超えるぐらいのと

ころになろうというふうに考えております。当初の目標値がちょっと高い目標値を

設定してあったようで、これを達成することはできませんでしたけれども、近隣と

比べてもまずまずの成果であるというふうに思います。引き続き広報等で周知に努

めるとともに、保健補導員の皆さんの協力を得て、受診率アップに努めてまいりた

いと、こんなふうに考えております。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 清水税務課長。 

〇税務課長（清水成信君） それでは国民健康保険事業の中での国保税の滞納者の動向と

いいますか、現状ということでございますが、現在、滞納者総数でいいますと９０３

名ほどおります。滞納額で１億３，９１４万６，０００円ということでございます。

それで、１９年度以前の滞納繰越の関係ですが、この内訳になりますが、現在で

４５４人ということであります。滞納額で９，４２８万４，０００円ということで

あります。昨年の６月から滞納整理等を行っている中で、この間で１２７名ほど、

税額でいうと１，４６１万４，０００円ほど減少させたというか、徴収をしてきた

という経過がございます。 

 それから、現年度、２０年度についてですけれども、この２月２５日現在で滞納

者数７０５人おります。税額で４，４８６万２，０００円でございます。このうち、

４６０名余りは、いわゆる現年度以外に滞納がない新規の滞納者というような形に

なるわけなんですが、額にすると２，２２０万円ほどございます。この中身等を見

ていきますと、大半が１期分あるいは２期分の年度の中の部分的なところで納付が

遅れているようなものが結構多いということで、これについては督促状あるいは電

話で個々の納付を促したり、あるいはまた、滞繰については高額の滞納案件につい

ては、現在もやっておりますけれども、給与ですとか預金の調査あるいは差押え等、

滞納整理を強化しているという状況にございます。 

 いずれにしても、現在のこの大変な不況の状況の中で、派遣切り等で失業者が増

えているという状況もあります。こういった中で、逆に国保の加入者も増えて、こ
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れから増えていくのではないかなというように想定されるわけですけれども、いず

れにしても国保税に限らず、町税全体を含めた中での税収確保に努めていきたいと

いうことで考えております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） いま、滞納の状況を説明していただいたわけですけれども、新

規に４６０名とかってこう、いるわけですけれども、そうすると、新規の場合はあ

れですけれども、そのほかの３００何十名に関して、それからいま現在資格証明書、

１年間滞納するとということなんですが、この資格証明書の発行については、去年

の１２月の国会で、救済法というのが成立した中で、中学生、子どもがいる世帯に

は無条件といいますか、できるだけ短期保険証を交付するというような国からの、

国でそういう救済法が成立したということになって、町はどのような扱いをこれか

らする考えですか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 資格証明書の発行の状況につきましては、２月末現在で

１２３世帯に対して資格証明書を発行してございます。それから中学生以下の子ど

もに対する短期保険証の交付についてでございますけれども、必要な医療を受けら

れない子どもの発生を防ぐということを目的に、本年１月から６カ月間の短期被保

険者証を交付してございます。初回の交付に際しまして、短期被保険者証交付と納

税相談の実施について、来庁を促す文書を持参しまして、対象世帯の戸別訪問を行

ってまいりました。厚生労働省からの留意点も考慮しまして、これ、無条件という

のとはちょっと違うんですけれども、必要に応じて弁明書の提出を受けまして、滞

納世帯の特別な事情、これを把握したうえで、６カ月の被保険者証を交付してきて

おります。６カ月ですから、有効期限がまた切れますので、これが切れる前に再度

面接を行って交付をしていくというふうに考えてございます。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） はい、終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 
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－－－日程第１８ 議案第１５号 平成２１年度御代田町老人保健医療 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１８ 議案第１５号 平成２１年度御代田町老人保健医

療特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の３２ページをお願いいたします。 

 議案第１５号 平成２１年度御代田町老人保健医療特別会計予算案についてで

ございます。 

 ご説明を申し上げます。 

 平成２１年度の老人保健特会の予算は、歳入歳出総額で２１４万９，０００円で、

対前年では１億１，６１６万２，０００円、９８．２％の減となっております。２０

年度からは、後期高齢者医療制度に移行したために、今後の本特会では、医療費の

正規遅れ分の残務処理を行っていくということで、非常に小さい数字になってきて

おります。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の老人保健医療特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ２１４

万９，０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入でございます。 

 款１、支払基金交付金。項１、支払基金交付金でございますが、医療費に関する

交付金であります。 

 款２、国庫支出金。項１、国庫負担金。４７万６，０００円。医療費負担金とい

うことでございまして、４７万５，０００円と、それから過年度分の負担金という
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ことで、１，０００円。４７万６，０００円であります。 

 款３、県支出金。項１、県負担金。１１万８，０００円でございますが、医療費

分の１２分の１と同じく年金支給分の１２分の１ということで、県から負担金とし

て支払われるものであります。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金でございますが、７８万９，０００円。これ

は基準内繰入が８万３，０００円、現金支給分が３万５，０００円、それから基準外

繰入ということで予備費として１０万円、一般管理経費分として５７万１，０００円

でございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。１，０００円でございます。項目取りであります。 

 款６、諸収入。項１、延滞金及び加算金。２，０００円の計上であります。 

 項２、雑入。３，０００円の計上でございます。 

 歳入合計、２１４万９，０００円であります。 

 続きまして歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。２０万８，０００円でございますけれども、

事務の関係の臨時職員、消耗品ですとか電算処理委託料等であります。 

 款２、医療諸費。項１、医療諸費でございますが、１４７万３，０００円でござ

います。これにつきましては、支払い請求が遅れてきた分の給付費であります。 

 それから款３、諸支出金。項１、償還金。３６万５，０００円でございます。こ

れにつきましては、診療報酬支払基金交付金の国庫補助金超過分の償還分を見込ん

でございます。 

 項３、繰出金でありますが、繰出金は３，０００円ということで精算見込額を繰

り出す予定で、３項目、支払基金医療費交付金それから支払基金審査支払手数料交

付金、国庫医療負担金のそれぞれ繰り出し１，０００円ずつを見込んでございます。 

 款４、予備費。項１、予備費。１０万円の計上であります。 

 歳出合計、２１４万９，０００円。 

 以上でございます。よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますようお願いい

たします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１９ 議案第１６号 平成２１年度御代田町介護保険事業勘定 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１９ 議案第１６号 平成２１年度御代田町介護保険事

業勘定特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の３３ページをお願いいたします。 

 議案第１６号 平成２１年度御代田町介護保険事業勘定特別会計予算案につい

てであります。 

 ご説明申し上げます。 

 ２１年度の介護保険特会の予算は、歳入歳出総額９億２，８０２万５，０００円

で、前年対比で３，０６２万１，０００円、３．４％の増となっております。 

 特徴的な状況を申し上げますと、歳出では介護報酬の引き上げ及び認定者の増加

により、保険給付費が４，４００万円余増加するものと見込んでおります。これに

ともなって、歳入で国庫支出金、支払基金交付金、県支出金等の見込みも多くなっ

てきております。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ９億

２，８０２万５，０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 （一時借入金）第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入

金の借入の最高額は１億円と定める。 
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 歳出予算の流用については記載のとおりであります。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入でございます。 

 款１、保険料。項１、介護保険料で１億６，６３１万７，０００円を見込んでご

ざいます。保険料でございます。 

 款２、分担金及び負担金。項１、負担金。１１７万７，０００円を見込んでござ

います。これは予防事業の利用者負担金であります。 

 款３、使用料及び手数料。項１、手数料でございますけれども、督促手数料１万

８，０００円でございます。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金。介護給付費に対する国庫負担であります。

１億５，６７５万８，０００円であります。 

 それから項２、国庫補助金でありますが、６，４７９万１，０００円。調整交付

金であります。 

 それから款５、支払基金交付金。項１、支払基金交付金でありますが、２億

６，６４１万４，０００円であります。介護給付費に対する支払基金からの交付金

であります。 

 それから款６、県支出金。項１、県負担金。１億２，７１４万１，０００円であ

りますが、これにつきましては、先ほど国庫で申しました分の県費分であります。 

 それから財政安定化基金支出金、本年度は計上ありません。 

 項３、県補助金でありますが、３６０万７，０００円でございます。これにつき

ましても、先ほどの国庫と同じ状況の県費分であります。 

 それから款８、繰入金。項１、他会計繰入金でございます。１億２，８３０万

６，０００円であります。これにつきましては、一般会計からの繰入でございまし

て、介護給付費分の繰入が１億９００万円、それから一般経費等の繰入で２９０万

円余ということでございます。 

 それから款９、繰越金。項１、繰越金。１，０００万円を繰越金として見込んで

ございます。 

 款１０、諸収入。３ページをお願いいたします。 

 項１、延滞金１，０００円。 

 項２、サービス収入。３４９万２，０００円。これにつきましては、ケアプラン
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作成の手数料でございます。 

 それから項３、雑入。３，０００円を見込みました。 

 歳入合計、９億２，８０２万５，０００円となります。 

 続きまして歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務費。１，４４９万２，０００円ということで、介護保

険の臨時職員賃金ですとか人件費も含まれてございます。 

 それから款２、保険給付費ということで、項１、保険給付費で８億７，３５９万

６，０００円でございます。介護サービスに対する給付であります。 

 財政安定化基金拠出金については、本年度はございません。 

 款４、地域支援事業費。項１、介護予防事業費ということで、１，５６８万

７，０００円。介護予防に関する経費であります。 

 それから項２、包括的支援事業。任意事業経費ということで、１，３７５万

４，０００円でありますが、これは包括支援センター等の経費であります。 

 款５、基金積立金。項１、基金積立金ということで１，０００円、これは科目取

りでございます。 

 款６、諸支出金。項１、諸支出金。１，０００円。これも科目取りであります。 

 繰出金については今回は計上ございません。 

 それから公債費についても今年度計上ございません。 

 款８、予備費。項１、予備費。１，０４９万４，０００円を計上いたしました。 

 歳出合計が９億２，８０２万５，０００円ということでございます。 

 以上であります。よろしくご審議のほど、お認めいただきますようお願いいたし

ます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩といたします。 

（午後 ２時５５分） 
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（休  憩） 

（午後 ３時１０分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を開催いたします。 

 

－－－日程第２０ 議案第１７号 平成２１年度御代田町後期高齢者医療 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２０ 議案第１７号 平成２１年度御代田町後期高齢者

医療特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の３４ページをお願いいたします。 

 議案第１７号 平成２１年度御代田町後期高齢者医療特別会計予算案について

であります。 

 ご説明申し上げます。 

 平成２１年度の後期高齢者医療特会は、歳入歳出総額が９，５４５万９，０００

円で、対前年で１８９万８，０００円、１．９％の減となっております。 

 歳入におきましては、保険料軽減策の拡大により、保険料が減少し、保険基盤安

定、人間ドック補助等の一般会計繰入金が増えてございます。 

 歳出では、保険料が減少したことに伴い、広域連合納付金が減少しています。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ９，５４５

万９，０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入でございます。 

 後期高齢者医療保険料。項１、後期高齢者医療保険料でございます。６，８９６万
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３，０００円でございますが、これにつきましては年金からの特別徴収が４，８００

万円余、普通徴収で２，０００万円余、滞納繰越分で２０万円ほどを見込んでござ

います。 

 款２、使用料及び手数料。項１、手数料。４万円。督促手数料であります。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金でありますが、一番大きなものといたしま

しては、保険基盤安定繰入金ということで、２，２２０万円ほどを見込んでござい

ます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。１，０００円。これにつきましては、項目取りで

あります。 

 款６、諸収入。項１、延滞金加算金及び過料。５，０００円。 

 項２、償還金及び還付加算金。２，０００円。 

 項５、雑入。１２５万円でございますが、健診事業の広域連合支出金であります。 

 続きまして歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。１５５万６，０００円。これにつきましては、

事務の一般管理経費でございます。 

 それから項２、徴収費ということで、４９万円。これにつきましては、賦課徴収

のための印刷製本等であります。 

 それから款２、後期高齢者医療広域連合納付金。項１、後期高齢者医療広域連合

納付金。９，１２２万１，０００円でございます。広域連合への納付金であります。 

 款３、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金。１，０００円。項目取りであり

ます。 

 款４、保健事業費。項１、健診事業費。１２６万円でございますが、健診事業に

要する消耗品委託料でございます。 

 それから項２、保健事業費。９０万円でございますが、人間ドックの補助金でご

ざいます。 

 款５、予備費。項１、予備費。３万１，０００円でございまして、歳出合計が

９，５４５万９，０００円ということでございます。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 いま、後期高齢者の説明をされたわけですけれども、２０年度６月１２日に国の

方で軽減措置というのが拡大されてきたわけですが、この２１年度の保険料という

のもその軽減措置が継続されるのか、１点。 

 それと、もう１年経過した中で、１年間滞納すると資格証明書が発行されるとい

うことですが、滞納者は現在いるのか、また、その対応についてはどうなるのか、

この点についてお願いします。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 ２１年度以降の保険料軽減措置の状況についてでありますけれども、今年２１年

度の後期高齢者医療保険料等につきましては、県の広域連合の試算により計上をし

てございます。軽減措置の状況につきましては、平成２１年度の見込み被保険者数

１，６４４名のうち、７割軽減対象者が５６７名、５割軽減対象者が５１名、２割

軽減対象者が１１０名、それから９割軽減対象者２８５名で、合計１，０１３名に

なる見込みでございます。この９割軽減というのは、平成２１年度から新たに設け

られる軽減措置でございまして、７割軽減対象者のうちの世帯に属する後期高齢者

医療被保険者全員が、全員の年金収入が８０万円以下の世帯の方が対象で９割軽減

を行うと。最終的な数字につきましては、２０年度の所得が確定した後、正式な軽

減対象者数が判明してくるという状況でございます。 

 それから、２１年度の被保険者の扶養だった方への軽減措置の状況でございます

が、特例措置として、所得割がかからず均等割の９割が軽減になってございます。

平成２０年度は、４月から９月の前期については納付免除、それから１０月から３

月の間は所得割がかかりませんで、均等割の９割が軽減されたということから、実

質的には９５％の軽減になってございます。平成２１年度の対象者は、２９２名に

なる見込みでございます。 

 それから、滞納の状況でございますけれども、普通徴収・特別徴収で、普通徴収
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が３，６００万円余でございますけれども、こちらにつきましては、収納率は１００％

でございます。普通徴収、要するに配付した納付告知書で納めていただく方でござ

いますけれども、調定額が１，７３６万５，９００円に対しまして、２月末で納入

済みが１，６８６万５，９００円ということで、９７．１２％の収納率でございま

して、５０万円ちょうどが滞納額として出てきております。滞納者数はこの時点で

３５名いらっしゃいまして、うち前期未納者、１回もお支払いいただいていない方

が５名いらっしゃいました。以上であります。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） それでその資格証明、１年間滞納すると、資格証明書はどうい

うような対応をされるのか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 資格証明書の件につきまして、この制度におきましても、

保険料を滞納している被保険者が納期限から１年を経過するまでの間に納付しな

い場合には、特別の事情があると認められる場合を除き、資格証明書を発行する仕

組みになっております。これは国民健康保険やなんかと同じですね。しかし、政府

与党の決定により、『相当の収入があるにもかかわらず保険料を納めない悪質なも

のに限って適用する』ということになってございますので、県内で統一的な基準を

設定するよう、広域連合に現在要望しているところでございますけれども、当分の

間につきましては、そういった状況で資格証明書の交付を検討している事案が発生

した場合には、事前に広域連合に報告して、双方で検討していくことになってござ

います。以上であります。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかにご質疑のある方、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２１ 議案第１８号 平成２１年度御代田町住宅新築資金等 

                  貸付事業特別会計予算案について－－－ 
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〇議長（内堀千恵子君） 日程第２１ 議案第１８号 平成２１年度御代田町住宅新築資

金等貸付事業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の３５ページをお願いいたします。 

 議案第１８号 平成２１年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算案

について、ご説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の住宅新築資金等貸付事業特別会計の予算は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ１，８２５

万２，０００円と定める。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。まず歳入でございます。 

 款１、繰入金。項１、一般会計繰入金。１，０１６万４，０００円でございます。

これは、償還金に対する一般会計からの繰入ということでございます。 

 ２の繰越金。１、繰越金。前年度からの繰越ということで１，０００円でござい

ます。 

 ３の諸収入。項１、貸付金元利収入。７８０万円でございます。これにつきまし

ては、現年分改修が３件、それから宅地２７件、新築２１件、それと未償還分の収

入を見込んだ額でございます。 

 それから２、延滞金及び加算金。１，０００円でございます。 

 ４の県支出金。項１、県補助金でございますが、２８万６，０００円で、これは

事務費に対する県からの補助金でございます。 

 歳入合計、１，８２５万２，０００円でございます。 

 次に３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、住宅費。４０万円でございまして、これは事務的経費でご

ざいます。 

 それから２の公債費。１の公債費でございますが、借入金の元利償還金支払いと
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いうことで、１，７８５万２，０００円でございます。 

 歳出合計、１，８２５万２，０００円でございます。 

 以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２２ 議案第１９号 平成２１年度御代田町簡易水道事業 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２２ 議案第１９号 平成２１年度御代田町簡易水道事

業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の３６ページをお願いいたします。 

 議案第１９号 平成２１年度御代田町簡易水道事業特別会計予算案について、ご

説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の御代田町簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ７，９６４

万７，０００円と定める。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。まず歳入でございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。６，９９７万６，０００円でございま

す。これにつきましては、年間のいわゆる料金の対象となる有収水量でございます

が、約３４万トンということで見込んでございます。 
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 それから項２、手数料。これは閉開栓手数料でございまして、５０万７，０００

円でございます。 

 それから２の分担金及び負担金。１、負担金。５０９万５，０００円でございま

す。これにつきましては、水道への新規加入金等でございます。 

 それから３の財産収入。財産運用収入でございます。１２３万１，０００円。こ

れは基金の積立の利子でございます。 

 それから４の繰入金。他会計繰入金。２７３万５，０００円。これは小沼簡水と

の案分経費による繰入分でございます。 

 基金繰入金はございません。 

 去年、昨年度２，７００万円ほど計上してございますが、これにつきましては、

大きな事業があったということでございまして、今年度は計上ございません。 

 それから５の繰越金でございますが、１，０００円でございます。 

 それから６の諸収入。１、延滞金及び過料１０万１，０００円でございます。 

 それから２の雑入。１，０００円でございます。 

 歳入合計、７，９６４万７，０００円となっております。 

 それから３ページをお願いいたします。歳出でございますが、款１、経営管理費。

項１、総務費。３，９３９万４，０００円。これは主には浅麓水道からの受水費、

浅麓水道から水を買っているという形になってございまして、その受水費。それか

ら起債の償還。消費税の納税というところでございます。 

 それから２の施設管理費。９２５万３，０００円。これは修繕費と水質試験の費

用等でございます。 

 それから２、建設改良費。１の建設改良事業費でございますが、３２６万３，０００

円。これは３，５３６万４，０００円の減となってございますが、予算の概要のと

きに企画財政課長からも説明がございましたとおり、清万の配水池の緊急遮断弁を

昨年度工事をしてございます。今年度はそういった特別な工事、予定をしてござい

ませんので、大きく減額となっている状況でございます。 

 それから３の繰出金。１、他会計繰出金。これは小沼簡易水道への繰出というこ

とで、１，１４３万円でございます。 

 ４の諸支出金。１、基金費でございまして、これは事業経営基金への積立という

ことで、１，０００万円でございます。 
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 それから予備費は６３０万７，０００円。 

 歳出合計、７，９６４万７，０００円でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２３ 議案第２０号 平成２１年度御代田町小沼地区簡易水道事業 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２３ 議案第２０号 平成２１年度御代田町小沼地区簡

易水道事業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の３７ページをお願いいたします。 

 議案第２０号 平成２１年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計予算案に

ついて、ご説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ１億

１，０１４万２，０００円と定める。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入でございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。８，８８８万８，０００円でございま

す。これにつきましては、料金収入でございますが、有収水量４４万トン見込んで

ございます。 
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 それから２の手数料でございます。７０万１，０００円。閉開栓手数料等でござ

います。 

 それから款２の分担金及び負担金。負担金でございます。５０９万５，０００円。

これは新規の加入金等でございます。 

 それから３、財産収入。財産運用収入でございます。１９３万８，０００円。基

金の積立利子でございます。 

 それから４、繰入金。他会計繰入金。これは御代田簡易水道からの案分による繰

入ということでございまして、１，３３１万７，０００円でございます。 

 それから繰越金。１，０００円でございます。 

 諸収入。延滞金及び過料、２０万１，０００円。雑入、１，０００円。 

 歳入合計で１億１，０１４万２，０００円でございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。６，３５８万円。これにつきましては、主に

は起債の償還、それから消費税の納税、それから光熱費等でございます。これも前

年度に比較しますと、１，１０８万８，０００円減となっておりますが、平成２０

年度水道ビジョンというものを策定をしてございまして、２０年度で完了いたしま

すので、今年度計上がないということで減ってございます。 

 それから２の施設管理費。１，４３５万３，０００円。修繕費あるいは水質試験

費等でございます。 

 それから２の建設改良費。建設改良事業費でございますが、３１５万８，０００

円。支障管の移設等の工事を予定してございます。 

 それから３の繰出金。他会計繰出金。これは御代田簡水へ繰り出すものでござい

まして、１６２万３，０００円でございます。 

 それから４の諸支出金。基金費でございます。２，０００万円でございまして、

事業経営基金への積立ということでございます。 

 それから予備費、７４２万８，０００円。 

 歳出合計、１億１，０１４万２，０００円でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２４ 議案第２１号 平成２１年度御代田町公共下水道事業 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２４ 議案第２１号 平成２１年度御代田町公共下水道

事業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の３８ページをお願いいたします。 

 議案第２１号 平成２１年度御代田町公共下水道事業特別会計予算案について、

ご説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ９億

３１５万９，０００円と定める。 

 （地方債）第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表地

方債による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入でございます。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。７，５９０万７，０００円でございま

す。これは受益者負担金でございまして、分割分、一括分、合わせて７２４件分計

上してございます。 

 それから２の使用料及び手数料。使用料でございますが、有収水量は１０９万ト

ンと見込んでございます。２億４，７２３万５，０００円。前年度に比較して
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１，８００万円ほど増額ということでございます。 

 それから手数料。これは主に督促手数料でございますが、１９万円。それから３

の国庫支出金。国庫補助金でございますが、今年度事業を予定してございます処理

場の増設、それから管渠の工事につきましての国庫補助金でございまして、処理場

につきましては補助率１０分の５．５、事業費を９，６００万円と予定をしてござ

います。それから管渠につきましては、補助率２分の１で事業費５，０４０万円を

予定してございまして、合計７，８００万円ということでございます。 

 それから４の繰入金。他会計繰入金でございますが、２億７，３０９万円。一般

会計からの繰入でございます。 

 それから５の繰越金。前年度からの繰越を予定してございまして、１，０００万

円でございます。 

 ６の諸収入。延滞金及び過料。４０万１，０００円。 

 それから２の雑入。これは８万６，０００円でございまして、５８２万１，０００

円。大きく減額となってございますが、昨年度までは消費税の還付を見込んでいた

部分がございまして、歳入を大きく見込んでおりましたが、本年度から還付ではな

くて、逆に納税の方に転じてしまうということになりまして、大きく減額となって

いる原因でございます。 

 それから７の町債。町債でございまして、２億１，８２５万円。これは先ほど申

し上げました今年度事業に対する起債の借入額でございます。 

 歳入合計、９億３１５万９，０００円でございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。これは建設費が主でございまして、処理場の

増設、管渠の整備ということで、３億９，２２４万５，０００円でございます。 

 ２の公債費でございます。５億８９１万４，０００円。これは起債の償還でござ

います。 

 それから予備費は２００万円ということでございまして、歳出合計、９億３１５

万９，０００円でございます。 

 今年度は処理場の増設、６池ございますところの４池分、４池目の機械電気設備

工事を、２１、２２で工事をいたしまして、２２年度末には新たに４池目を供用開

始していきたいという予定でございます。 
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 それと平成２年より進めてまいりました管路の整備につきまして、２０年間費や

してきたわけでございますが、この２１年度をもちましてひとまず完了するという

予定としてございます。したがいまして、あと特別な開発があったとか、そういっ

た部分を除きましては、当面管渠については整備が終わったという解釈をさせてい

ただきます。 

 それから４ページでございますが、第２表地方債。起債の目的で、公共下水道事

業。限度額１億３，９２５万円。それから資本費平準化債、これにつきましては

７，９００万円。合計で２億１，８２５万円でございます。起債の方法、利率、償

還の方法等につきましては、記載のとおりでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２５ 議案第２２号 平成２１年度御代田町農業集落排水事業 

                      特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２５ 議案第２２号 平成２１年度御代田町農業集落排

水事業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の３９ページをお願いいたします。 

 議案第２２号 平成２１年度御代田町農業集落排水事業特別会計予算案につい

てご説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 平成２１年度御代田町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 
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 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ２，８７３

万９，０００円と定める。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入でございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。９６６万円でございまして、これは対

象戸数１５１戸、有収水量４万６，０００トンほど見込んでございます。 

 それから２の手数料。督促手数料でございまして、１，０００円でございます。 

 それから２の繰入金。他会計繰入金でございますが、一般会計からの繰入という

ことで、１，８９５万４，０００円ということで予定をさせていただいております。 

 ３の繰越金。１，０００円でございます。 

 ４の分担金及び負担金。分担金でございまして、これは建設工事、維持工事とも

に発生した場合、地元から７％の分担金をいただいているということでございまし

て、今年度維持工事を予定している部分につきまして１２万２，０００円、分担金

ということでございます。これは２３６万３，０００円の減額ということになって

ございますが、これも企画財政課長の方から予算の概要の中で説明をいたしました

が、昨年度は腐蝕による管渠のバイパス管ということで、工事をいたしました。そ

れで昨年度は負担金が大きかったわけでございますが、今年度は特別な工事を予定

してございませんので、減額となってございます。 

 それから５の諸収入。延滞金及び過料。１，０００円でございます。 

 それから国庫支出金、町債につきましては、今年度は計上ございません。昨年度

事業があったということでございます。 

 それから３ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、款１、農林水産業費。項１、農地費。主に施設の維持管理

費でございまして、１，１１１万８，０００円。これは昨年度補助事業があったと

いうことで、大きく減額、３，３８７万７，０００円となってございます。 

 それから２の公債費でございます。起債の償還で１，６７７万１，０００円。 

 それから３の予備費でございますが、８５万円。 

 歳出合計、２，８７３万９，０００円でございます。 

 本年度は特別な事業を予定をしてございません。維持管理を主体に管理をしてい

く予定でございます。 
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 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２６ 議案第２３号 平成２１年度御代田町個別排水処理施設 

                  整備事業特別会計予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２６ 議案第２３号 平成２１年度御代田町個別排水処

理施設整備事業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の４０ページをお願いいたします。 

 議案第２３号 平成２１年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計予算

案について、ご説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の個別排水処理施設整備事業特別会計の予算は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入、歳出、それぞれ１，２１０

万２，０００円と定める。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算。歳入。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。合併浄化槽の使用料でございまして、

５４５万５，０００円。合併浄化槽、全基、いま１００基ございまして、その使用

料でございます。 

 それから手数料。督促手数料で１，０００円でございます。 

 ３の繰入金。他会計繰入金。一般会計からの繰入で６６４万４，０００円予定を
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させていただいております。 

 それから４の繰越金。１，０００円でございます。 

 それから諸収入。延滞金及び加算金。１，０００円でございまして、歳入合計、

１，２１０万２，０００円でございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出。 

 款１、衛生費。項１、清掃費。５７６万２，０００円。これは浄化槽の維持管理

経費でございます。 

 ２の公債費でございまして、起債の償還５９４万円でございます。 

 予備費４０万円で、歳出合計、１，２１０万２，０００円でございます。 

 この個別排水事業につきましても、特別な事業は予定してございません。維持管

理を主とした管理としております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２７ 議案第２４号 平成２０年度御代田町一般会計補正予算案 

                        （第６号）について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２７ 議案第２４号 平成２０年度御代田町一般会計補

正予算案（第６号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の４１ページをお願いいたします。 

 議案第２４号 平成２０年度御代田町一般会計補正予算案について 

 補正の第６号でございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 
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 平成２０年度御代田町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ２億４，８５５万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳

出、それぞれ５３億８，５０２万４，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 （繰越明許費）第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰

り越して使用することができる経費は、第２表繰越明許費による。 

 それでは、次のページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正でございます。今回の６号補正ですけれども、この６号

補正につきましては、定額給付金事業とそれから子育て応援特別手当支給事業、こ

の２つの内容の補正でございます。 

 まず、定額給付金事業について、概略ご説明をいたします。 

 まず、目的ですけれども、景気後退下での町民の不安に対処するため、町民への

生活支援と併せて町民に広く給付することにより、地域の経済活動に資することを

目的といたします。 

 基準日が平成２１年２月１日。給付対象者、基準日に御代田町の住民基本台帳、

外国人登録原票に登録されている者で、その者の属する世帯の世帯主。給付金額、

給付対象者１人につきまして１万２，０００円。ただし、昭和１９年２月２日以前

に出生した者（６５歳以上の者）及び平成２年２月２日以後に出生した者（１８歳

以下の者）については、給付対象者１人につき２万円といたします。 

 続きまして子育て応援特別手当支給事業でございます。 

 目的は生活対策に基づき、多子世帯の幼児教育費の子育ての負担に対し配慮し、

生活安心の確保を図ることを目的といたします。 

 基準日が平成２１年２月１日。支給対象者（支給対象児童）２子以降で、平成１４

年４月２日から平成１７年４月１日生まれの間の子どもでございます。第１子は該

当にはならない。 

 支給対象者、基準日に御代田町の住民基本台帳、外国人登録原票に登録されてい

て、なおかつ対象児童の属する世帯の世帯主または世帯の構成者。支給額が３万
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６，０００円です。詳細につきましては資料番号２をご覧いただきたいと思います。 

 資料番号２をお願いいたします。６号補正でございます。網かけの部分は補正が

ございません。 

 まず款１４、国庫支出金。項２、国庫補助金。補正額で２億４，８５５万５，０００

円です。 

 ２の国庫補助金の欄をちょっと見ていただきたいと思います。申しわけないです

が、これをちょっと見ていただきまして、これの資料に、資料番号２です。済みま

せん、ちょっと印刷のときに薄くなっちゃったらしくて、申しわけないです。 

 申しわけございません。資料番号２、ありますね。それをちょっとご覧ください。

申しわけございません。 

 款１４、国庫支出金。項２、国庫補助金。補正額２億４，８５５万５，０００円。

よろしいでしょうか。 

 内容ですけれども、子育て応援特別手当交付金で、９６９万５，０００円。それか

ら定額給付金給付補助金で２億３，８８６万円です。合計で補正額で２億４，８５５

万５，０００円です。 

 続きまして歳出です。款２、総務費。項１、総務管理費。補正額２億３，８９６

万円でございます。内容ですけれども、交付金の交付額で２億２，８５０万円。今

回の対象者ですけれども、支給対象者が１万５，０４３人。このうち、１８歳以下

が２，８８８人、それから６５歳以上が３，１１０人でございます。 

 続きまして款３の民生費。項２の児童福祉費。補正額９６７万５，０００円でご

ざいます。内容ですけれども、交付金９５４万円です。これは３万６，０００円×

２６５人ということでございます。 

 １４の予備費で８万円の減。予備費で調整をさせていただきまして、補正額の合

計で２億４，８５５万５，０００円でございます。 

 続きまして予算書の４ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費。今回の補正につきましては、国の今回の国会で既にご存じだ

と思いますけれども、事業実施が今からということでございまして、一部の事務費

を除きまして２１年度に繰り越して事業を実施したいというものでございます。 

 款２、総務費。項１、総務管理費。事業名、定額給付金事業。金額、２億３，６８０

万円。 
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 それから款３、民生費。項１、児童福祉費。事業名、子育て応援特別手当事業。

金額、９６５万１，０００円でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 議案の上程中ではありますが、会議規則第９条２項の規定により、本日の会議時

間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたします。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 武井 武議員。 

（３番 武井 武君 登壇） 

〇３番（武井 武君） ３番、武井であります。 

 大変単純な質問で、勉強不足で済みませんが、教えてください。 

 昨日の新聞・テレビで見ますと、もう定額給付金第１号が支給されたということ

でございますが、御代田町はいつから、３月何日あるいは４月何日から支給をし、

おおよそ完了するのが何月ごろか、教えてください。 

〇議長（内堀千恵子君） 古越総務課長。 

（総務課長 古越敏男君 登壇） 

〇総務課長（古越敏男君） お答えいたします。 

 現在、総務課を中心に支給準備を進めているところでございます。 

 本日、この補正６号を可決いただきまして、それぞれ電算委託とか契約事項に入

っていきます。町民の皆さんに定額給付金の通知を差し上げるのが、３月下旬を予

定しております。それで到着するのが多分４月になると思いますが、４月から順次

交付をしていきたいと思います。原則口座振替でございまして、現金給付と分かれ

てやっていきます。その始めてから終了までは６カ月でございます。４月からでい

きますと９月が終了でございます。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） そこで、麻生総理ではございませんけれども、御代田町長はこれ

を受け取る気持ちはありますか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 
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〇町長（茂木祐司君） 法律に沿って、当然受け取る、何か私たちの場合には、寄付行為

ができないというようなことを聞いていますので、受け取ることになると思います。

以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） はい、終わります。ありがとうございました。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第２４号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第２４号 平成２０年度御代田町一般会計補正予算案（第６号）に

ついては、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第２８ 議案第２５号 平成２０年度御代田町一般会計補正予算案 

                        （第７号）について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２８ 議案第２５号 平成２０年度御代田町一般会計補

正予算案（第７号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の４２ページをお願いいたします。 

 議案第２５号 平成２０年度御代田町一般会計補正予算案について 

 補正の第７号でございます。 
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 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ２，５５３万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、

それぞれ５３億５，９４８万９，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 （繰越明許費の補正）第２条 繰越明許費の追加は、第２表繰越明許費補正によ

る。 

 （地方債の補正）第３条 地方債の変更は、第３表地方債補正による。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。それでは資料番号の３をお願いをしたいと思います。 

 まず歳入です。町税。款１の町税。町民税。補正額２，７３０万円。内容ですけ

れども、個人町民税１，８１０万円、法人町民税５４０万円。 

 ２、固定資産税。補正額６３０万円。償却資産４８０万円。滞納繰越分１５０万

円。 

 ４、たばこ税。補正額２６０万円の減額です。内容ですけれども、喫煙本数の減

少によるものでございます。 

 款４、配当割交付金。項１、配当割交付金。補正額３７０万円の減でございます。

これにつきましては、県の推計値の見込みによるものでございます。 

 款６、地方消費税交付金。補正額７９４万円の減額でございます。これにつきま

しては、確定によるものでございます。 

 ２ページをお願いいたします。款１２、分担金及び負担金です。項１の負担金で

す。補正額で９０万８，０００円の減でございます。 

 款１３、使用料及び手数料。項１、使用料。補正額１６３万５，０００円の減額

でございます。主なものは真ん中に書いてあります住宅使用料で、２４８万円の減

額でございます。 

 ２の手数料。１万４，０００円の減額でございます。 

 款１４、国庫支出金。項１、国庫負担金。補正額３，９７４万円の減額でござい
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ます。主なものですけれども、内容のところの３行目で、公共土木施設災害復旧費

負担金。これが３，３３２万３，０００円の減額でございます。 

 続きまして款１５、県支出金。項１、県負担金。補正額９６７万３，０００円の

減でございます。主なものですけれども、真ん中にあります保険基盤安定負担金

１，０８８万５，０００円の減でございます。 

 ２、県補助金。補正額１１１万４，０００円の減でございます。これは社会福祉

費の補助金で８８万９，０００円の減でございます。 

 ３、委託金。補正額２２０万４，０００円の増でございます。県民徴収事務の委

託金の２００万円の増が主なものでございます。 

 １６、財産収入。財産運用収入。補正額５５２万１，０００円の増でございます。

これは基金利子でございまして、財政調整基金ほかでございます。 

 ２、財産売り払い収入。２８５万６，０００円の減でございます。財産の売り払

いが少なかったということで、減でございます。 

 １７、寄附金。１の寄附金。２４万５，０００円の増。ふるさと納税４名分の増

加分でございます。 

 １８、繰入金。１、特別会計繰入金。１，１４１万４，０００円の増でございま

す。介護保険特会からの繰入でございます。 

 ２０、諸収入。項２の町預金利子。１２０万円の増額で歳計現金の預金の利子で

ございます。 

 ３の貸付金の元利収入。１，２４４万６，０００円の増でございます。これにつ

きましては、地域総合整備資金償還金１，０５２万６，０００円ということで、こ

れも先ほどからご説明しておりますけれども、２億円貸し付けたものが既に今年度

に償還が始まっているということで、それを計上させていただきました。 

 それから２１の町債でございます。補正額２，０９０万円の減でございます。主

なものは公共土木施設等の災害復旧事業債１，６６０万円の減でございます。 

 合計で２，５５３万５，０００円の減ということでお願いをいたします。 

 次に３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 ２の総務費。項１の総務管理費でございます。補正額３，７９７万９，０００円

です。これにつきましては、一番下を見ていただきたいんですけれども、基金の積

立、減債基金ということで、５，１６０万円。本年度、この補正で全体を調整させ
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ていただきまして、来年度繰上償還がございますので、２１年度の繰上償還に備え

まして５，０００万円と、それから利子分を積み立てまして５，１６０万円の補正

をお願いするものです。 

 ２、徴税費。補正額３１９万円の減でございます。内容は町税の還付金及び還付

加算金等でございます。 

 続きまして款３の民生費です。項１の社会福祉費。補正額３，４１５万円の減で

ございます。主なものですけれども、国保特会、保険基盤制度繰出金１，６３８万

８，０００円の減ということで、国保の特会への繰出が少なくなったということで

ございます。それから真ん中ほどの介護保険特別会計繰出金１，３３９万８，０００

円。これが少なくなったということでございます。 

 ２、児童福祉費。補正額１，３５２万２，０００円の減でございます。一番上の

保育所運営費負担金９０３万６，０００円の減ということで、たんぽぽ保育園への

負担金の減、入園児の減少によるものでございます。 

 ４、衛生費。１、保健衛生費。補正額２４５万８，０００円の減です。 

 それから２、清掃費。補正額１，８３５万３，０００円の減でございます。まず

補償費の２，８００万円ですけれども、小諸市、軽井沢町への補償費ということで

１，４００万円×２で２，８００万円。それから調査委託料ということで、井戸沢

の最終処分場の調査委託ということで、今年度事業実施をしてきたわけですけれど

も、不用なものについての補正ということで、６６０万円の減でございます。 

 続きまして６、農林水産費。３の農地費。補正額で５０７万８，０００円の減で

す。主な内容ですけれども、県畑総負担金４７５万円の減でございます。 

 ７の商工費。補正額で１９０万６，０００円の減でございます。主な内容で工業

振興奨励補助金１８６万４，０００円の減でございます。 

 ４ページをお願いいたします。土木費。款８、土木費。項１、土木管理費。補正

額３６５万３，０００円の減でございます。主な内容で県道改良負担金４５０万円

の減でございます。 

 ４の都市計画費。補正額８２２万４，０００円の増でございます。下水道特会へ

の繰出金で７９０万３，０００円の増額補正でございます。 

 ９の消防費。６１９万２，０００円の減でございます。主な内容で、佐久広域連

合への消防、３０１万４，０００円の減でございます。 
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 １０の教育費。２の小学校費。補正額２０５万円。これにつきましては、南北小

学校の燃料費、灯油代が安くなったということで減でございます。 

 ３、中学校費。７１万円。これについても同様の理由でございます。 

 ４、社会教育費。補正額２４８万１，０００円の減です。燃料費ということで、

これも同様で１４０万円の減でございます。 

 続きまして１１の災害復旧費。１の農林水産業施設災害復旧費。補正額で８４０

万円の減でございます。設計委託料等、それから災害復旧工事でございます。 

 ２の公共土木施設災害復旧費。４，７３２万９，０００円の減でございます。こ

れにつきましては、災害復旧工事で４，６８２万円の減でございます。 

 １２の公債費。２０４万２，０００円の減でございます。利子分につきましての

減でございます。 

 １４の予備費ですけれども、予備費に４，５７１万７，０００円を補正をいたし

まして、補正後の予備費が８，８０１万３，０００円ということでございます。 

 それで合計で２，５５３万５，０００円の減となります。 

 それでは予算書の６ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費補正。追加ということで、この繰越明許につきましては、過日、

補正予算でお願いしたわけですけれども、地域活性化生活対策臨時交付金関連の繰

越でございます。 

 款４、衛生費。項２、清掃費。事業名、不燃ごみ等破砕機設置事業。１，４７０

万円。 

 款８、土木費。項２、道路橋梁費。事業名、中島線駅前８号線舗装修繕事業。金

額４９８万８，０００円。国道大久保線道路修繕事業、６３９万５，０００円でご

ざいます。 

 続きまして第３表地方債の補正でございます。 

 変更  起債の目的、公共土木施設等災害復旧事業。補正前の額で、限度額が

３，０４０万円。補正後の額で限度額が１，３８０万円。 

 農林農地施設災害復旧事業。補正前が５００万円。補正後が７００万円。 

 起債の方法、利率、償還方法につきましては、補正前と同じでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 
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 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 武井 武議員。 

（３番 武井 武君 登壇） 

〇３番（武井 武君） ３番、武井であります。 

 先ほど企画財政課長の説明で、予算書の２８ページです。 

 調査を、井戸沢最終処分場でありますが、調査を行ったけれども不用額６００万

円を減じますというお話でございました。 

 この予算書を見せていただくと、調査委託料が６６０万円、確かに削ってござい

ますが、井戸沢最終処分場拡張工事経費７１９万７，０００円、そっくり削ってあ

るんですよね。町長、これ一番始めの当初予算のときの説明で、井戸沢最終処分場

については、これこれこれこれ、これこれのことを２０年度には行いますという説

明をされて、この金額を計上したと思うんです。それから途中でこの井戸沢最終処

分場の調査研究に必要だからということで、年度途中の人事異動で職員を１名張り

付けて行う事業だったと私は記憶しているんです。なんで町長は当初この事業をど

ういう方法で、何の目的でやろうとしたのか、それともう１点、なんでここで７１９

万７，０００円を削らなければいけないのか、もうこの事業はこれでストップなの

か、あるいはどうしても調査が間に合わなければ、先ほど説明がありましたとおり、

翌年度に繰り越して事業を進めていただければ結構じゃないんですか。お答えくだ

さい。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えします。 

 井戸沢最終処分場については、この拡張計画というのが、拡張するという考え方

もあって、それでその中でその上の用地についてどうするのかという中で、いわゆ

るそれは調査委託料ということで、予算計上したわけです。それで、その中で議員

ご指摘のように、職員を配置して井戸沢最終処分場の状況についていろいろな角度

から調査活動を行って、この年度末で取りまとめを行いました。 

 それによりますと、現在の状況では、特別な事態が発生しない限り、現在の処理

の状況が続くということになれば、あと１５年なり２０年の町としてのこの処分場
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で間に合っていくと。更に、今回の経済対策の中で破砕機を導入しますので、これ

によっていっそう分別、資源化が進み、更に破砕機によって、埋め立ての目、体積

が減っていくということになると、１５年なり２０年というそういうことで十分可

能だということになりましたので、したがいまして、それ以上のいまのところその

面積を広げる、現在の施設の上に拡張するということについては、現在その作業の

必要性がなくなったということで、それについては行わないということになりまし

た。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） これは担当委員会、当然町民建設経済常任委員会の付託になって

きますから、そこで詳しくはお聞きするわけですけれども、町長の基本的な考え方

を聞いておかないと、担当課へ聞いてもこれは答弁にならないと思いましたので、

聞いたわけであります。 

 その関係で、まだ私は納得ができませんので、委員長、また議長にお願いをし、

町民建設経済常任委員会に町長の出席を求めることを希望して、終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２９ 議案第２６号 平成２０年度御代田町国民健康保険 

                事業勘定特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２９ 議案第２６号 平成２０年度御代田町国民健康保

険事業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の４３ページをお願いいたします。 

 議案第２６号 平成２０年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

案についてであります。 

 ご説明申し上げます。 
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 今回の第４号補正につきましては、国保税収が当初で過大に見込んだことによる

減額、及び保険給付費や老人保健拠出金の減額に伴うもので、併せて基金からの繰

入と基金積立について調整を行いました。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、それぞ

れ８，１７７万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ１３億８，０７６万５，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入。 

 国民健康保険税。項１、国民健康保険税。既定額から３，２９９万４，０００円

を減じまして、３億９，６５７万９，０００円とするものであります。これにつき

ましては、現年課税分、それから後期、現年課税分で２，１００万円余、後期高齢

者支援金分で７００万円余、介護給付費分で４００万円余、それぞれ減額をさせる

ものであります。 

 それから款３、国庫支出金。項１、国庫負担金でありますが、既定額から１，１５０

万５，０００円を減じて、２億９，０５２万円とするものであります。確定による

ものであります。 

 それから項２の国庫補助金であります。既定額に２０万６，０００円を加算しま

して、７，６６５万９，０００円とするものです。こちらも決定によるものです。 

 款４、療養給付費交付金。項１、療養給付費交付金。既定額から７７８万２，０００

円を減じて３，８０１万４，０００円とするものです。これも交付額の確定により

ます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金。既定額に８２万９，０００円を増額し、６０４

万７，０００円とするものです。これについても確定によるものです。 

 それから款８、共同事業交付金。項１、共同事業交付金でありますが、既定額に

１，７８５万６，０００円を加え、１億５，１６３万２，０００円とするものであ
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ります。これも額の確定によります。 

 それから款１０の繰入金であります。項１、他会計繰入金で、既定額から１，６３８

万７，０００円を減額しまして、６，５５７万４，０００円とするものです。一般

会計からの繰入金であります。 

 それから項２、基金繰入金。既定額から３，２００万円をそっくり落として、０

とするものであります。 

 歳入合計が、既定額から８，１７７万７，０００円を減じまして、１３億８，０７６

万５，０００円とするものでございます。 

 続きまして３ページをお願いいたします。 

 款１、総務費。項１、総務管理費であります。既定額に４万３，０００円を増額

しまして、４０５万７，０００円とするものであります。これにつきましては、印

刷製本費に不足が生じたために増額補正を行うものであります。 

 項２、徴税費でありますが、既定額に１２万７，０００円を加算して３９５万

９，０００円とするものであります。これは電算事務委託料。これは円滑導入事業

補助金という形で受けてきたものの加算であります。 

 それから款２、保険給付費であります。項１、療養諸費。既定額から２，０００

万円を減ずるものであります。実績によるものであります。 

 それから項４、葬祭諸費でありますが、既定額から１３２万円を減じて６８万円

とするものであります。これも実績によるものです。 

 款３、後期高齢者支援金等。項１、後期高齢者支援金等でありますが、既定額か

ら３万５，０００円を減じて、１億７，５０５万８，０００円とするものでありま

す。これも実績によるものです。 

 款４、前期高齢者納付金等。項１、前期高齢者納付金でありますが、既定額から

３万７，０００円を減じて、２３万７，０００円とするものです。これも実績によ

るものであります。 

 款５、老人保健拠出金。項１、老人保健拠出金でありますが、既定額から１，６６５

万５，０００円を減じて、９７３万７，０００円とするものです。これも実績によ

るものです。 

 款６、介護納付金。項１、介護納付金。既定額から９４５万円を減じまして、

７，９６３万９，０００円とするものであります。これも実績によって減額するも
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のであります。 

 款７、共同事業拠出金。項１、共同事業拠出金であります。既定額に１，３７４

万２，０００円を増額しまして、１億５，３９８万１，０００円とするものです。

これも高額療養費の関係が増えてきた関係で加算をするものであります。 

 それから款８、保健事業。項１、特定健康診査等事業費ということで、既定額に

５万２，０００円を加算し、８３０万７，０００円とするものです。 

 それから項２、保健事業費。既定額から８万７，０００円を減じて、８９２万

１，０００円とするものであります。 

 次に款９、基金積立金でございますが、４ページの方をご覧いただきたいと思い

ます。項１、基金積立金４，０００万円を落としまして、今年度の積立はございま

せん。 

 款１２、予備費。項１、予備費でございますが、こちらで調整をさせていただき

まして、８１５万７，０００円を減じて、予備費が４，５２２万９，０００円とい

う形になります。 

 歳出合計が、既定額から８，１７７万７，０００円を減じまして、１３億８，０７６

万５，０００円とするものであります。 

 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますようお願いいた

します。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３０ 議案第２７号 平成２０年度御代田町老人保健医療 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３０ 議案第２７号 平成２０年度御代田町老人保健医

療特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の４４ページをお願いいたします。 

 議案第２７号 平成２０年度御代田町老人保健医療特別会計補正予算案につい

てであります。 

 老人保健事業は、精算段階に入っておりまして、請求の遅れの医療費、医療支給

費等にわずかな余裕を残して、歳入歳出予算総額２３１万円を減額補正するもので

あります。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の老人保健医療特別会計の補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、それぞれ２３１

万円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ９，９６６万２，０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款１、支払基金交付金。項１、支払基金交付金。既定額に１０１万７，０００円

を増額いたしまして、４，７３２万６，０００円とするものであります。これにつ

きましては、医療費交付金でございます。 

 それから款２、国庫支出金。項１、国庫負担金。既定額から１９９万１，０００

円を減額しまして、２，９００万９，０００円ということでございます。これは確

定によります。 

 款３、県支出金。項１、県負担金。既定額から８２万円を減じまして７１８万円

とするものでございます。こちらも実績、確定によるものです。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金。既定額から５１万６，０００円を減じま

して、１，１００万円とするものであります。 

 歳入合計、既定額から２３１万円を減じまして、９，９６６万２，０００円とな

ります。 
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 ３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款２、医療諸費。項１、医療諸費でございますが、既定額から２３１万円を減じ、

９，２７２万５，０００円とするものであります。 

 歳出合計が既定額から２３１万円を減じて、９，９６６万２，０００円とするも

のでございます。 

 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますよう、お願いい

たします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩といたします。 

（午後 ４時３５分） 

（休  憩） 

（午後 ４時４３分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を開催いたします。 

 

－－－日程第３１ 議案第２８号 平成２０年度御代田町介護保険事業勘定 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３１ 議案第２８号 平成２０年度御代田町介護保険事

業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の４５ページをお願いいたします。 

 議案第２８号 平成２０年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案に

ついてであります。 
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 今回の第４号補正の歳入につきましては、給付費の減に伴う国県費等の負担金、

他会計繰入金、これは財政安定化基金借入金償還金を含みます。これらの減額並び

に地域包括支援センター職員の給与を一般会計から組み替えをすることによって、

国庫、県費の補助金、他会計繰入金、介護報酬改定に伴う国庫補助金、他会計繰入

金の増額補正を行っております。 

 歳出につきましては、給付費の減、介護予防事業、特定高齢者把握事業の確定に

よる減、包括的任意事業、包括支援センター職員の給与の組み替えによる増額・基

金積立金、これには処遇改善臨時特例基金を含んでの増額、他会計繰出金、これは

１８年度一般会計より財政安定化基金償還金分繰入分の戻し等を含んでの増額補

正です。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度の御代田町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ１，０６１万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、

それぞれ９億２，４１５万６，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入であります。 

 分担金及び負担金。項１、負担金。既定額から２７万３，０００円を減額し、７３

万５，０００円とするものであります。これにつきましては、介護予防事業の負担

金であります。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金。既定額から２０１万４，０００円を減じ、

１億４，８０１万３，０００円とするものであります。これにつきましては、負担

金の確定によるものであります。 

 それから項２、国庫補助金でございますが、既定額に９１８万５，０００円を増

額いたしまして、７，１６１万８，０００円とするものであります。 

 これにつきましては、地域支援事業交付金、これは包括的支援事業任意事業分で、

２９９万４，０００円余、それから介護従事者処遇改善臨時特例交付金が６９９万
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６，０００円等であります。 

 款５、支払基金交付金。項１、支払基金交付金でございますが、既定額から３９９

万９，０００円を減じ、２億６，０４７万３，０００円とするものであります。こ

れについては医療費の確定によるものであります。 

 それから款６、県支出金。項１、県負担金。既定額から１２５万９，０００円を

減額しまして、１億１，８１７万９，０００円とするものであります。これは事業

費の確定によるものであります。 

 項３、県補助金。既定額に１１４万３，０００円を増額して、４２６万３，０００

円とするものであります。これは国庫補助と同様に、包括的事業の県費分が上乗せ

されてくるものであります。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額から１，３３９万８，０００円を減

額して、１億２，１１７万７，０００円とするものであります。 

 歳入合計が、既定額から１，０６１万５，０００円を減額して、９億２，４１５

万６，０００円とするものであります。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出であります。 

 款１、総務費。項１、総務費。既定額に１０万１，０００円を増額して、１，４１１

万円とするものであります。これにつきましては電算処理委託料の３９万４，０００

円の増額と、認定調査員共同設置経費等の２９万３，０００円の減等であります。 

 次に款２、保険給付費。項１、保険給付費。既定額から１，００６万６，０００

円を減額しまして、８億１，９１１万３，０００円とするものでございます。これ

は給付実績によるものであります。 

 それから款４、地域支援事業費。項１、介護予防事業費で、既定額から３１０万

５，０００円を減額して、１，４１７万６，０００円とするものであります。これ

は予防事業の実績によるものであります。 

 それから項２、包括的支援事業任意事業費ということで、既定額に１，０７７万

２，０００円を増額いたしまして、１，５９４万４，０００円とするものでござい

ます。これは、包括支援センターの職員給与を一般会計から特会に振り替えるもの

であります。 

 ５、基金積立金。項１、基金積立金。既定額に１，６９９万６，０００円を増額
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し、１，６９９万７，０００円とするものであります。ここにきて初めて基金積立

ができます。 

 款６、諸支出金。項２、繰出金。既定額に１，１４１万４，０００円を加えて、

１，４００万円とするものであります。これにつきましては、一般会計へ繰り出す

ものでございます。 

 款７の公債費については、財源変更であります。 

 款８、予備費。こちらで調整をさせていただきまして、３，６７２万７，０００

円を減額して、１，２１５万３，０００円とするものであります。 

 歳出合計、既定額から１，０６１万５，０００円を減額し、９億２，４１５万

６，０００円とするものであります。 

 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いをいた

します。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３２ 議案第２９ 平成２０年度御代田町後期高齢者医療 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３２ 議案第２９号 平成２０年度御代田町後期高齢者

医療特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の４６ページをお願いいたします。 

 議案第２９号 平成２０年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案につ

いてであります。 

 第４号補正についてご説明申し上げます。 



９８ 

 歳入では、後期高齢者医療特別対策及び高齢者医療制度円滑運営事業の実施に伴

う国及び後期高齢者広域連合からの補助が決定したことによる増額、それから保険

料基盤安定負担分の確定による増額等であります。 

 歳出では、後期高齢者医療特別対策及び高齢者医療制度円滑運営事業の実施に伴

うシステム改修、保険基盤安定負担金額等の確定による増額であります。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、それぞ

れ５６３万円を増額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ９，１６４

万７，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算補正であります。 

 歳入でありますが、後期高齢者医療保険料。項１、後期高齢者医療保険料でござ

いますが、既定額に１７８万１，０００円を増額し、６，４６９万６，０００円と

するものであります。ここまでの収納実績によります。 

 それから款２、使用料及び手数料。項１、手数料であります。既定額に１万円の

増額補正でありますが、これは督促手数料であります。４万２，０００円とするも

のです。 

 それから款４、繰入金。項１、一般会計繰入金。既定額に２１６万４，０００円

を繰り入れするものでありまして、大きなものとしては、保険基盤安定繰入金が

２７６万４，０００円、ほかには事務費の２５万円の減、それから人間ドック繰入

金の３５万円の減等であります。 

 款６、諸収入。項５、雑入でございますが、６０万円の増額でございます。これ

は特別調整交付金が５０万円、それから円滑運営臨時特例交付金が１０万円等であ

ります。 

 それから７の国庫支出金。項１、国庫補助金でありますが、１０７万５，０００

円を増額して、１０７万５，０００円とするものであります。これについては、円

滑運営事業補助金でございます。 



９９ 

 次の３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。総務管理費でございますが、既定額に１０７万６，０００円を増

額し、２９７万５，０００円とするものであります。これはシステム改修のための

委託料であります。 

 それから款２、後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、既定額に４５４

万６，０００円を増額し、８，６０１万１，０００円とするものです。これは広域

連合への納付金であります。 

 それから款４、予備費でございますが、こちらで調整をさせていただきまして、

８，０００円を増額し、３万６，０００円とするものであります。 

 款５の保健事業費については財源変更であります。 

 歳出合計が、既定額に５６３万円を増額いたしまして、９，１６４万７，０００

円とするものであります。 

 以上であります。よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますようお願いをい

たします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３３ 議案第３０号 平成２０年度御代田町住宅新築資金等 

                貸付事業特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３３ 議案第３０号 平成２０年度御代田町住宅新築資

金等貸付事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の４７ページをお願いいたします。 

 議案第３０号 平成２０年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予
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算案について、ご説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に変更はないものと

する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款１、繰入金。項１、一般会計繰入金。補正額９９万７，０００円でございます。

これにつきましては、現状での償還金、貸付金の回収見込みにより補正をお願いし

たいというものでございます。 

 それから３の諸収入。貸付金元利収入。こちらを９９万７，０００円減額でござ

います。 

 ３ページの方ですが、歳出につきましては、財源変更のみでございまして、ここ

での記載はございません。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３４ 議案第３１号 平成２０年度御代田町簡易水道事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３４ 議案第３１号 平成２０年度御代田町簡易水道事

業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 
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〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の４８ページをお願いいたします。 

 議案第３１号 平成２０年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算案につい

て、ご説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の御代田町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ２００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、１億１，８７３万円とする。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款２、分担金及び負担金。項１、負担金。２００万円の増額でございます。これ

につきましては、新規加入金の増ということでございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費。２，００７万３，０００円の減額で

ございます。これにつきましては、清万配水池の緊急遮断弁設置工事を実施したわ

けでございますが、見積り時の計画設計を精査しまして、より経済的な工法に見直

した結果、約半分程度の金額で初期の目的を達成できるということになりまして、

それによる減額でございます。 

 それから４の諸支出金。基金費でございます。上記の余剰金について基金に積み

立てるものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３５ 議案第３２号 平成２０年度御代田町小沼地区簡易水道事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 
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〇議長（内堀千恵子君） 日程第３５ 議案第３２号 平成２０年度御代田町小沼地区簡

易水道事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の４９ページをお願いいたします。 

 議案第３２号 平成２０年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算

案についてご説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に変更はないものとする。 

 ２ページをお願いいたします。歳入についてはございません。 

 歳出でございます。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。１６６万１，０００円の減額をお願いするも

のでございまして、これは水道ビジョンを委託発注したわけでございますが、その

入札差金による減額でございます。 

 それから４の諸支出金。基金費でございますが、上記の余剰金を基金に積み立て

るというものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３６ 議案第３３号 平成２０年度御代田町公共下水道事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３６ 議案第３３号 平成２０年度御代田町公共下水道
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事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の５０ページをお願いいたします。 

 議案第３３号 平成２０年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案につ

いて、ご説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ７９０万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ７億３４５万円とする。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でございますが、款４、繰入金。項１、他会計繰

入金。７９０万３，０００円増額をお願いするものでございまして、一般会計から

の繰入金でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、款１、土木費。項１、都市計画費。９５５万３，０００円

の増額をお願いするものでございます。この増額の内容でございますが、消費税の

納税ということでございまして、公共下水道事業、これは上下水道すべて一緒なん

ですが、課税選択事業者として消費税の申告を行っております。近年、この公共下

水道につきましては、使用料収入が増えております。しかし、工事費が減少してき

ているということから、課税収入と課税仕入れのバランスが逆転をしてきておりま

して、以前還付を受けていたわけですが、最近は納税に転じてしまうという現象が

起きてきてしまいました。そんなことで、平成１７、１８、１９年について、改め

て消費税を納める必要が生じてしまいまして、補正を今回お願いをするというもの

でございます。 

 それから款２、公債費。項１、公債費でございますが、１６５万円の減額でござ

いまして、これは資本費平準化債の確定による減額でございます。 
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 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３７ 議案第３４号 平成２０年度御代田町農業集落排水事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３７ 議案第３４号 平成２０年度御代田町農業集落排

水事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の５１ページをお願いいたします。 

 議案第３４号 平成２０年度御代田町農業集落排水事業特別会計補正予算案に

ついて、ご説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ５４２万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、そ

れぞれ５，８８２万７，０００円とする。 

 （地方債の補正）第２条 既定の地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

 ２ページでございます。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でございますが、款２、繰入金。項１、他会計繰

入金。１３４万９，０００円の減額でございまして、一般会計からの繰入でござい

ます。 

 ４の分担金及び負担金。分担金でございまして、３０万２，０００円の減額でご
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ざいます。これは工事に伴う地元分担金でございまして、事業確定による減額でご

ざいます。 

 ６の国庫支出金。国庫補助金でございますが、２１７万２，０００円の減額でご

ざいまして、事業費確定による減でございます。 

 ７の町債でございますが、１６０万円の減額でございまして、これも事業費確定

による減額でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、款１、農林水産業費。項１、農地費。５４２万３，０００

円の減額でございまして、補助事業の確定による減額ということでございます。 

 それから４ページ、第２表地方債の補正。起債の目的でございますが、農業集落

排水事業。限度額を１，２８０万円から１，１２０万円に変更するものでございま

して、起債の方法、利率、償還方法等につきましては、従前に同じでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３８ 平成２１年度御代田町土地開発公社事業計画及び 

                        予算の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３８ 平成２１年度御代田町土地開発公社事業計画及び

予算の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の５２ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告についてをご説明

を申し上げます。 
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 次のページ、５３ページをお願いいたします。 

 議案第４号 平成２１年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算について 

 平成２１年２月２０日に提出をいたしまして、同日に土地開発公社の理事会で可

決をいただきました。 

 内容ですけれども、平成２１年度御代田町土地開発公社事業計画。 

 平成２１年度御代田町土地開発公社の事業計画を、次のとおりとする。 

 １ 用地売却計画 

 （１）用地名 代替用地 坪谷地１ 

 雪窓保育園の南側でございます。 

 （２）売却予定面積 ２，０６８．００平方メートル 

 （３）売却予定金額 ８，３８９万７，８８８円 

 次のページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町土地開発公社予算 

 （総則）第１条 平成２１年度御代田町土地開発公社の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （収益的収入及び支出）第２条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと

する。 

 収入。第１款、事業収益。第１項、公有地取得事業収益８，３８９万７，０００

円。 第４項、附帯等事業収益。土地の貸付金ですけれども、１，０００円。 

 第２款、事業収益。第１項、受取利息１，０００円。 

 収入合計８，３８９万９，０００円です。 

 支出。第１款、事業原価。第１項、公有地取得事業原価７，１９５万２，０００

円。 

 第２款、販売費及び一般管理費。第１項、販売費及び一般管理費２０万３，０００

円。 

 第３款、事業外費用。第１項、支払利息１，０３０万円。 

 支出合計８，２４５万５，０００円。収益的収入支出差引額１４４万４，０００

円。 

 次のページをお願いいたします。 

 （資本的収入及び支出）第３条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと
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する。 

 収入。収入合計０円。 

 支出。第１款、資本的支出。第７項、公社債償還金及び長期借入金償還金７，０００

万円。 

 支出合計７，０００万円。 

 次ページ以降につきましては、実施計画及びこの事業の附帯の説明書でございま

すので、ご覧をいただきたいと思います。 

 説明については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、報告を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２１年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告を終

わります。 

 

－－－日程第３９ 平成２０年度御代田町土地開発公社変更事業計画 

                 及び第１回補正予算の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３９ 平成２０年度御代田町土地開発公社変更事業計画

及び第１回補正予算の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の６９ページをお願いをいたします。 

 平成２０年度御代田町土地開発公社変更事業計画及び第１回補正予算の報告に

ついて 

 次のページをお願いいたします。 

 議案第３号 平成２０年度御代田町土地開発公社変更事業計画及び第１回補正

予算について 

 平成２１年２月２０日に御代田町土地開発公社の方に提出をいたしまして、理事
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会に提出いたしまして、同日に可決をいただきました。 

 次のページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町土地開発公社変更事業計画 

 平成２０年度御代田町土地開発公社の事業計画を、次のように変更する。 

 １ 用地売却計画（削除） 

  （１）用地名 代替用地坪谷地１ 

  （２）売却予定面積 ２，０６８平方メートル 

  （３）売却予定金額 ８，３９２万１，６７６円 

 でございます。 次のページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町土地開発公社第１回補正予算 

 （総則）第１条 平成２０年度御代田町土地開発公社の第１回補正予算は、次に

定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出）第２条 収益的収入及び支出の予定額を、次のとおりと

する。 

 収入。第１款、事業収益。第１項、公有地取得事業収益。補正予算額８，３９２

万１，０００円の減額であります。 

 第４項、附帯等事業収益。補正予算額１，０００円の増額でございます。 

 第２款、事業収益。第１項、受取利息。補正予算額０でございます。 

 収入合計、８，３９２万円の減額でございます。 

 続きまして支出。第１款、事業原価。第１項、公有地取得事業原価７，１９５万

２，０００円の減額でございます。 

 第２款、販売費及び一般管理費。第１項、販売費及び一般管理費。３万１，０００

円の減額でございます。 

 第３款、事業外費用。第１項、支払利息１，０３２万４，０００円の減額でござ

います。 

 支出合計、８，２３０万７，０００円の減額でございます。 

 収益的収入支出の差引額で１７万円の減でございます。 

 次のページ、７３ページをお願いいたします。 

 （資本的収入及び支出）第３条 資本的収入及び支出の予定額を、次のとおり補

正する。 
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 収入。第１款、資本的収入。補正額０でございます。 

 収入額、収入合計も０でございます。 

 支出。第１款、資本的支出。第７項、公社債償還金及び長期借入金償還金７，０００

万円の減でございます。 

 支出合計で７，０００万円の減でございます。 

 次ページ以降につきましては、実施計画書附属明細書でございますので、ご覧い

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、報告を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２０年度御代田町土地開発公社変更事業計画及び第１回補正

予算の報告を終わります。 

 以上で、すべての議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています議案第４号から議案第２３号及び議案第２５号か

ら議案第３４号までについては、会議規則第３９条の規定により、お手元に配付し

てあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思

います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託することに決しました。 

 

－－－日程第４０ 陳情第２６号 所得割重視の国保税（料）を求める 

                           陳情について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第４０ 陳情第２６号 所得割重視の国保税（料）を求め

る陳情については、継続中でありますので、総務福祉文教常任委員会において審査
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願います。 

 

－－－日程第４１ 陳情第２７号 介護保険料を所得比例中心に変更すること 

                       を求める陳情について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第４１ 陳情第２７号 介護保険料を所得比例中心に変更

することを求める陳情については、継続中でありますので、総務福祉文教常任委員

会において審査願います。 

 以上で、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

散 会 午後 ５時２５分 


